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１．かわごえ子育てプラン体系図  

目標１ （１）子どもと親の健康の確保・増進
（２）「食育」の推進
（３）思春期保健対策の充実
（４）小児医療の充実

目標２ （１）次代の親の育成
（２）子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備
（３）家庭や地域の教育力の向上

目標３ （１）親の学びの機会の充実
（２）親の社会参加の機会の充実

目標４ （１）多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し
（２）仕事と子育ての両立の推進

（１）地域における子育て支援サービスの充実
目標５ （２）保育サービスの充実

（３）子どもの健全育成の取組
（４）体験活動・交流の促進
（５）地域における子育て支援のネットワークづくり
（６）子育て情報提供の充実

目標６ （１）児童虐待防止対策の充実
（２）ひとり親家庭等の自立支援の推進
（３）障害児施策の充実

（１）良質な住宅・良好な居住環境の確保
目標７ （２）安全な道路交通環境の整備

（３）安全・安心なまちづくり
（４）子ども等の交通安全を確保するための活動の推進
（５）子ども等を犯罪等の被害から守るための活動の推進
（６）被害に遭った子どもの支援の推進

心身の健やかな成長に資する
教育環境づくりの推進

子育ての喜びを実感し、子ども
とともに成長できる機会の充実

仕事と子育ての両立を支援す
る施策の充実

子育てを地域で支える仕組づく
りの推進

子
ど
も
と
親
と
地
域
と
が
と
も
に
育
ち
支
え
あ
う
ま
ち
川
越

基本理念 施策目標

子どもと親の豊かな健康づくり
の推進

子ども等にやさしく、安全・安心
なまちづくりの推進

要支援児童へのきめ細かな取
組の推進

基本目標
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２．総括表 〔平成21年度末進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

〔前期計画達成状況〕　　　　a：順調　　b：やや遅れている　　c：遅れている　　d：未実施　　e：終了

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
予　算　額 予　算　額 予　算　額 予　算　額 予算額

(実事業数） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a b c d e 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算見込額〕

　基本目標１ 52 46 1 1 4 46 1 1 4 947,669 906,762 912,725 849,919 973,662

子どもと親の豊かな健康づくりの推進 (52) (46) (1) (1) (4) (46) (1) (1) (4) 863,363 841,796 811,313 832,888 903,363

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

-4.3% 0.7% -6.9% 14.6%
-2.5% -3.6% 2.7% 8.5%

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

   
   

2 1 1 1 1 306 561 561 495 495
(2) (1) (1) (1) (1) 306 487 396 215 124
21 20 1 20 1 680,739 685,961 657,225 585,511 590,177

(21) (20) (1) (20) (1) 619,166 640,180 626,833 572,603 533,672
29 25 1 3 25 1 3 266,624 220,240 254,939 263,913 382,990

(29) (25) (1) (3) (25) (1) (3) 243,891 201,129 184,084 260,070 369,567

　基本目標２ 52 43 4 1 4 43 4 1 4 1,650,212 866,806 1,059,085 1,745,353 4,858,041
(49) (41) (4) (0) (4) (41) (4) (0) (4) 982,833 362,803 600,916 611,886 1,031,255

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

-47.5% 22.2% 64.8% 178.3%
-63.1% 65.6% 1.8% 68.5%

　 　 　 　 　 　
   
   

7 3 2 1 1 3 2 1 1 1,595 1,595 1,573 1,573 1,573
(6) (3) (2) (0) (1) (3) (2) (0) (1) 1,444 1,545 1,523 1,538 1,534
5 4 1 4 1 54,213 66,551 70,155 77,716 77,260

(5) (4) (1) (4) (1) 49,883 64,041 64,627 70,755 53,605
40 36 1 3 36 1 3 1,594,404 798,660 987,357 1,666,064 4,779,208

(38) (34) (1) (3) (34) (1) (3) 931,506 297,217 534,766 539,593 976,116

　基本目標３ 6 5 1 4 2 2,851 1,641 2,752 2,612 4,440
(2) (1) (1) (0) (2) 2,820 1,314 1,625 2,935 4,125

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

-42.4% 67.7% -5.1% 70.0%
　 　 　 　 　 　 -53.4% 23.7% 80.6% 40.5%

   
   

2 1 1 2 2,851 1,641 2,752 2,612 4,440
(2) (1) (1) (2) 2,820 1,314 1,625 2,935 4,125
2 2 2 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) 0 0 0 0 0
2 2 2 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) 0 0 0 0 0

- -

　子育てをより楽しく充実したものにするため、子育て
について話し合い、学ぶ場や社会参画の機会の充実
に努めます。

-

-　継続事業　

-

 

 

-

 　   

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　拡充事業　

-

-

  

　

-

項　　　　　目

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

平成21年度末の進捗状況事業数

 

-

 

-

　

　多様化、複雑化する健康に関する諸問題を解決す
るため、健診・相談・指導体制の充実に努めます。

拡充事業　

 

　確かな学力、豊な人間性、たくましく生きるための健
康や体力を育むため、市立学校の教育活動・教育環
境等の整備・充実に努めます。

 

-

-

- -

 

-

- -

- -

-

 

 

　拡充事業　

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　継続事業　

　継続事業　

子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機
会の充実

心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推
進

-

  

-

-

-

-

 

(単位：千円）

-

- - -

前期計画の達成状況 備考

 

 

 

- - -

-

 

-

-

-

-

-

- - -

-

 

-

-

 

-

- - -

--

 

-

-

- - - -

- - - -

※「予算額」「決算額」は、実事業数に基づき記載しております。
※対前年比欄の上段は予算額の対前年比、下段が決算額の対前年比を記載しております。
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〔平成21年度末進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

　 〔前期計画達成状況〕　　　　a：順調　　b：やや遅れている　　c：遅れている　　d：未実施　　e：終了

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

予　算　額 予　算　額 予　算　額 予　算　額 予　算　額
(実事業数） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a b c d e 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算見込額〕

　基本目標４ 20 11 5 1 3 11 6 2 1 2,901 4,145 3,435 5,920 4,915
仕事と子育ての両立を支援する施策の充実 (9) (6) (2) (0) (1) (7) (2) (0) (0) 2,321 3,906 2,652 5,111 4,640
　

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

42.9% -17.1% 72.3% -17.0%
68.3% -32.1% 92.7% -9.2%

　 　
   
   

4 1 2 1 3 1 0 0 0 10 0
(1) (0) (1) (0) (1) (0) 0 0 0 10 0
9 5 2 2 4 3 1 1 0 0 0 0 45

(1) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (0) 0 0 0 0 45
7 6 1 7 2,901 4,145 3,435 5,910 4,870

(7) (6) (1) (7) 2,321 3,906 2,652 5,101 4,595

　基本目標５ 68 49 7 4 7 1 48 9 8 3 2,529,260 3,036,064 3,498,940 3,597,602 3,756,743

子育てを地域で支える仕組づくりの推進 (56) (39) (6) (4) (6) (1) (40) (6) (8) (2) 2,484,211 2,965,758 3,452,115 3,557,709 3,702,711

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

20.0% 15.2% 2.8% 4.4%
19.4% 16.4% 3.1% 4.1%

　また、家庭で子育てをしている母親の支援の充実
に努めます。　

   
   

13 5 2 3 3 2 3 6 2 0 620 620 620 10,306
(10) (3) (2) (3) (2) (2) (1) (6) (1) 0 459 447 446 9,655
24 16 5 1 2 16 5 2 1 637,869 640,140 723,872 708,936 758,276

(22) (15) (4) (1) (2) (15) (4) (2) (1) 600,570 628,470 696,973 685,872 726,899
31 28 2 1 30 1 1,891,391 2,395,304 2,774,448 2,888,046 2,988,161 　

(24) (21) (2) (1) (23) (1) 1,883,641 2,336,829 2,754,695 2,871,391 2,966,157

　基本目標６ 33 30 2 1 30 1 1 1 1,214,317 1,257,732 1,217,657 1,261,085 1,402,427

要支援児童へのきめ細かな取組の推進 (25) (22) (2) (1) (22) (1) (1) (1) 1,151,653 1,186,727 1,172,705 1,220,530 1,367,936

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

3.6% -3.2% 3.6% 11.2%
3.0% -1.2% 4.1% 12.1%

　
     

1 1 1 0 0 0 0 0
(1) (1) (1) 0 0 0 0 0
6 5 1 5 1 274 370 377 405 659

(2) (1) (1) (1) (1) 152 255 269 429 528
26 25 1 25 1 1,214,043 1,257,362 1,217,280 1,260,680 1,401,768

(22) (21) (1) (21) (1) 1,151,501 1,186,472 1,172,436 1,220,101 1,367,408

-

- -

　継続事業　

 

-

-

 

 

事業数

　

-

　仕事と子育てを両立しやすい社会の実現のため、
事業主等に対する啓発や、地域における子育ての相
互援助活動の推進に努めます。

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　

-

-

- - -

- -

-

- - -

-

-

- --

-

-

 

-

-

-

-

平成21年度末の進捗状況

-

-

   

-

-

 

備考

(単位：千円）

 

項　　　　　目

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　拡充事業　

　拡充事業　

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　継続事業　

　すべての子どもが健やかに成長することができるよ
う、児童虐待の防止や障害を持つ児童とその家庭等
への支援策の充実を図ります。

　継続事業　

　子育てしやすい環境を整備するため、市民の多様
な保育ニーズに応えるとともに、保育所待機児童の
解消に努めます。

 

-

-

-

-

　拡充事業　

- -

-

-

 

前期計画の達成状況

-

- - -

-

-

- - - -

※「予算額」「決算額」は、実事業数に基づき記載しております。
※対前年比欄の上段は予算額の対前年比、下段が決算額の対前年比を記載しております。
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〔平成21年度末進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

　 〔前期計画達成状況〕　　　　a：順調　　b：やや遅れている　　c：遅れている　　d：未実施　　e：終了

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

予　算　額 予　算　額 予　算　額 予　算　額 予　算　額
(実事業数） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a b c d e 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算額〕 〔決算見込額〕

　基本目標7 43 40 1 2 41 1 1 671,299 795,897 928,529 1,031,552 1,577,530

子ども等にやさしく、安全・安心なまちづくりの推進 (40) (37) (1) (2) (38) (1) (1) 603,506 759,696 905,314 920,112 1,298,371

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

18.6% 16.7% 11.1% 52.9%
25.9% 19.2% 1.6% 41.1%

　
　 　

   
   

0 0 0 0 0 0
（0） 0 0 0 0 0
4 4 4 32,611 88,682 251,285 515,230 978,091

（3） (3) (3) 30,236 82,594 264,517 430,605 773,367
39 36 1 2 37 1 1 638,688 707,215 677,244 516,322 599,439

(37) (34) (1) (2) (35) (1) (1) 573,270 677,102 640,797 489,507 525,004

274 223 19 6 14 10 223 23 12 7 9 7,018,509 6,869,047 7,623,123 8,494,043 12,577,758

（233) （191) （15) （5) （10) （10) (194) (16) (10) (4) (9) 6,090,707 6,122,000 6,946,640 7,151,171 8,312,401

　 　 　 　 　 　 　

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

-2.1% 11.0% 11.4% 48.1%

0.5% 13.5% 2.9% 16.2%

　
29 11 8 4 5 1 6 11 7 4 1 4,752 4,417 5,506 5,310 16,814

(22) (8) (7) (3) (3) (1) (6) (7) (6) (2) (1) 4,570 3,805 3,991 5,144 15,438
73 55 9 1 4 1 55 9 4 2 1 1,405,706 1,481,704 1,702,914 1,887,798 2,404,508

(56) (43) (6) (1) (2) (1) (43) (6) (3) (1) (1) 1,300,007 1,415,540 1,653,219 1,760,264 2,088,116
172 157 2 1 5 8 162 3 1 1 7 5,608,051 5,382,926 5,914,703 6,600,935 10,156,436

(154) (140) (2) (1) (5) (8) (145) (3) (1) (1) (7) 4,786,130 4,702,655 5,289,430 5,385,763 6,208,847

　

①事業数及び進捗状況、達成
状況のカッコ内については、再
掲事業を含めない実事業数を
記載しております。

②進捗状況及び達成状況（５
段階評価）については、各所管
課が評価を行っております。

(単位：千円）

- - - -

-

-

 

- -

事業数
項　　　　　目

 

備考
前期計画の達成状況

 

-

   

-

- -

-　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

　継続事業　

　＜合　　計＞

　拡充事業　

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　新規事業

平成21年度末の進捗状況

　継続事業　

 

- -

　拡充事業　

　親子が安心して外出できるよう、公共施設等のバリ
アフリー化及び防犯対策の推進に努めます。

-- - -

-

- - - -

- -

※「予算額」「決算額」は、実事業数に基づき記載しております。
※対前年比欄の上段は予算額の対前年比、下段が決算額の対前年比を記載しております。
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３．重点施策の進捗状況及び達成状況
〔平成21年度末進捗状況〕　Ａ：順調　Ｂ：やや遅れている　Ｃ：遅れている　Ｄ：当該年度予定なし　Ｅ：終了
〔前期計画達成状況〕　　　　a：順調　 b：やや遅れている　 c：遅れている　 d：未実施　 e：終了

基本目標１　　子どもと親の豊かな健康づくりの推進
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（１）－３ 乳幼児健診 拡充 Ａ a 健康づくり支援課
（１）－１５ 母親学級・両親学級 拡充 Ａ a 健康づくり支援課
（１）－２３ 育児関連講座等への協力 拡充 Ａ a 健康づくり支援課
（１）－２４ 未熟児・長期療養児訪問指導 拡充 Ａ a 健康づくり支援課
（１）－３２ こども医療費の助成 拡充 Ａ a 医療助成課
（２）－７ 地域活動栄養士との協働 拡充 Ａ a 健康づくり支援課

基本目標２　　心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推進
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（２）－８ 川越市教職員研修事業 拡充 Ａ a 教育センター（旧　教育研究所）
（２）－９ 指導方法の工夫改善、少人数学級 拡充 Ａ a 教育指導課、学校管理課
（２）－２６ 川越市子ども読書活動推進計画の策定・推進 新規 Ａ a 教育指導課
（３）－５ 家庭教育講座 拡充 Ａ a 中央公民館

（３）－６ 総合型地域スポーツクラブ 拡充 Ｂ b 市民スポーツ課

２クラブの設置が実現したが、更なる新
規設置は難しい状況にあるため。既存
の組織による活動が定着しており、地
域でのコーディネーターの育成が難し
いため。

基本目標３　　子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機会の充実
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（２）－１ つどいの広場 新規 Ａ b 保育課
毎年度１～２箇所新規開設していった
が目標箇所数に達していないため。

（２）－３ イベント等への参加促進 新規 Ｂ b 子育て支援課

各課へイベント等の際の託児について
の配慮を文書で通知したが、配慮につ
いての内容だけではなく、ボランティア
の活用方法等を周知する必要がある
ため。

遅れている理由

№ 事　業　名 目標 所　管　課 遅れている理由

№ 事　業　名 目標 所　管　課

№ 事　業　名 目標 所　管　課 遅れている理由
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基本目標４　　仕事と子育ての両立を支援する施策の充実
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（１）－１ 育児休業取得等の推進・啓発 拡充 Ａ b 緊急地域経済対策室

育児休業取得等の推進を包括するよう
な新しいワークライフバランスという概
念が計画途中の１９年度から提唱され
たため、十分対応しきれない部分が
あった。

（１）－８ 一般事業主との連絡協議会 拡充 Ｂ b 子育て支援課 参加企業数が少ないため。

基本目標５　　子育てを地域で支える仕組づくりの推進
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（１）－１ 学童保育事業 拡充 Ａ a 教育財務課

（１）－２ 病後児保育事業 新規 Ｃ c 保育課
１施設で事業を開始したが、箇所・人数
とも目標事業量に比べ整備が遅れてい
るため。

（１）－３ 一時保育事業 拡充 Ｂ b 保育課
目標箇所数は達成していないが、人数
は達成しているため。

（１）－４ 特定保育事業 新規 Ｂ b 保育課
目標箇所数は達成していないが、人数
は達成しているため。

（１）－５ 地域子育て支援センター事業 拡充 Ｂ b 保育課

適当な場所が見あたらず、前期目標の
５箇所開設に至らなかった。
国の補助金の再編により箇所数が変
更した。

（１）－６　　 保育所による地域子育て支援事業 拡充 Ａ a 保育課

（１）－８ ファミリー・サポート・センター事業 拡充 Ｂ b 保育課

依頼会員に対して提供会員が少なく、
事業内容の周知と提供会員の増加を
図る必要があるため。また、センター設
置目標数が３箇所であるが増設できな
かったため。

（２）－１ 通常保育事業 拡充 Ｃ c 保育課
目標事業量に比べ定員枠の整備が遅
れているため。

遅れている理由№ 事　業　名 目標 所　管　課

№ 事　業　名 目標 所　管　課 遅れている理由

6



（２）－２ 延長保育事業 拡充 Ａ a 保育課

（２）－３ 統合保育事業 拡充 Ａ a 保育課
（２）－４ 土曜保育事業 新規 Ａ c 保育課 全園実施には至っていないため。

（２）－５ 産休明け保育事業 新規 Ｄ d 保育課

待機児童が多い中では家庭保育室と
の連携が必要であり、産休明け保育を
実施すると、０～２歳を保育している家
庭保育室の事業を圧迫してしまうた
め。

（２）－６ 公立保育所の運営方法の検討 新規 Ｄ c 保育課

保育サービスの質の低下を招かぬよ
う、他市の事例等を詳細に調査・研究
していく必要があるため。

（２）－７ 法人立保育所への支援 拡充 Ａ a 保育課

（２）－９ 認可外保育施設への助成制度 拡充 Ｄ c 保育課
財政的な問題もあり、助成が困難なた
め。

（２）－１３ 保育サービス評価の仕組の導入検討 新規 Ｂ c 保育課
法人園での実施ができなかったため。

（２）－１４ 認証保育所制度の検討 新規 Ｃ c 保育課
家庭保育室制度、認定こども園制度と
の整合性を図る必要があるため。

（３）－１８ 地域子どもサポート推進事業 拡充 Ａ a 地域教育支援課（旧　生涯学習課）
（５）－８ 子育てネットワーク事業 新規 Ａ a 子育て支援課
（６）－２ 育児サークル支援 拡充 Ａ a 健康づくり支援課、保育課

基本目標６　　要支援児童へのきめ細かな取組の推進
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（１）－１ 育児家庭支援事業 拡充 Ｂ b 健康づくり支援課、子育て支援課 関係課と協議が進んでいないため。
（１）－３ 要保護児童対策地域協議会 拡充 Ａ a 子育て支援課
（３）－１２ 肢体不自由児認可通園施設 新規 Ｂ b 保育課 調査研究中のため。

基本目標７　　子ども等にやさしく、安全・安心なまちづくりの推進
21年度末 前期計画
進捗状況 達成状況

（３）－４ 公共施設等のバリアフリー化 拡充 Ａ a 道路建設課、街路課、道路環境整備課

（４）－１ 交通安全教育 拡充 Ａ a 安全安心生活課
（５）－１ 川越市防犯のまちづくり基本方針に基づく各種施策 拡充 Ａ a 安全安心生活課

№ 事　業　名 目標 所　管　課

遅れている理由№ 事　業　名 目標 所　管　課

遅れている理由
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重点施策平成２１年度末進捗状況集計表
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
順調 やや遅れている 遅れている 当該年度予定なし 終了
６ ０ ０ ０ ０

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
４ １ ０ ０ ０

80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%
１ １ ０ ０ ０

50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
１ １ ０ ０ ０

50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
９ ５ ３ ３ ０

45.0% 25.0% 15.0% 15.0% 0.0%
１ ２ ０ ０ ０

33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%
３ ０ ０ ０ ０

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
２５ １０ ３ ３ ０
61.0% 24.4% 7.3% 7.3% 0.0%

重点施策前期計画進捗状況集計表
a b c d e

順調 やや遅れている 遅れている 当該年度予定なし 終了
６ ０ ０ ０ ０

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
４ １ ０ ０ ０

80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%
０ ２ ０ ０ ０

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
０ ２ ０ ０ ０

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
８ ４ ７ １ ０

40.0% 20.0% 35.0% 5.0% 0.0%
１ ２ ０ ０ ０

33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%
３ ０ ０ ０ ０

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
２２ １１ ７ １ ０
53.7% 26.8% 17.1% 2.4% 0.0%

基本目標３ ２

基本目標４ ２

合計 ４１

基本目標６ ３

基本目標７ ３

基本目標７ ３

基本目標５ ２０

事業数

基本目標１ ６

基本目標２ ５

合計 ４１

基本目標３ ２

基本目標４ ２

基本目標５ ２０

基本目標６ ３

基本目標１ ６

事業数

基本目標２ ５
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計画スタート時 平成１７年度末 平成１８年度末 平成１９年度末 平成２０年度末 平成２１年度末 前期計画

（平成１７年４月）    目標事業量

つどいの広場

（３－（２）－１）

学童保育事業

（５－（１）－１）

病後児保育事業（施設型）

（５－（１）－２）

一時保育事業　※１

（５－（１）－３）

特定保育事業　※１

（５－（１）－４）

地域子育て支援センター事業

（５－（１）－５）

保育所による地域子育て支援事業

（５－（１）－６）

通常保育事業　※2

（５－（２）－１）

延長保育事業　※3

（５－（２）－２）

※１　「一時保育事業」と「特定保育事業」は一体化
※２　定員数
※３　公立保育所：登録児童について、定員９０人以上は平均的な３歳児の配置基準の１５人、９０人未満は１０人として、スポットは一律で３人として積算　
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施しているため各定数を計上
　　　民間保育所：各園に照会して受け入れ可能児童数を確認
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施している場合は各定数を計上
※４　国の補助金要件の再編により減少

３３箇所

２，６３５人

７箇所

１，９４１人

１箇所・３人

１３箇所・２１６人１１箇所・１１０人

３１箇所・８１７人 ３２箇所・８９６人

５箇所 ６箇所

３０箇所 ３３箇所

２，５９５人 ２，５９５人

０箇所・０人

６箇所 ※４　　　３箇所４箇所

４．目標事業量設定事業の前期計画達成状況

６箇所・６０人 ６箇所・６０人 ２４箇所・２４０人

事業名

３箇所 １０箇所

１，８２４人 １，８２４人

０箇所・０人

６箇所

０箇所・０人

１１箇所・１１０人

０箇所・０人 １箇所・１０人

　　１，９０１人

１箇所・３人

１，８５０人 １，９０７人 ２，０８２人

２１箇所・５３２人

７箇所

１１箇所・１５３人

６箇所

２，５２０人 ２，５２０人

２８箇所 ３０箇所

４箇所

０箇所

３３箇所・１，２６７人　３３箇所・９２７人　 ３５箇所・１，０９０人３１箇所・８３２人

３４箇所

３，０９８人

５箇所

３３箇所

２，５９５人
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５　事業別進捗状況及び達成状況

（１）基本目標１　子どもと親の豊かな健康づくりの推進
　

【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

１－（１）　子どもと親の健康の確保・増進 （単位：千円） 　

平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ 33 33

H21 Ａ 0 0

計 33 33

 

H17 88 77

H18 47 47

H19 Ａ 41 7

H20 Ａ 11 11

H21 Ａ 41 12

計 228 154

目標

健康づくり支
援課

a

Ａ

Ａ

a

毎年、保健推進員のブロック会議、研修会
等で母子保健に関する情報や学びの場を
提供し、保健推進員の地域での活動を支援
し、母子保健事業への理解を深めることが
できた。

保健推進員研修会会
議数
Ｈ17年度（３回）
Ｈ18年度（３回）
Ｈ19年度（４回）
Ｈ20年度（１回）
Ｈ21年度（3回）

A

保健推進員に対して、ブロック会議等の場
を用いて市の母子保健事業の情報提供等
を行い、保健推進員が地域で母子に関する
活動を推進する際の支援をした。

所　管　課№ 事　　業　　名

1 母子保健地域組織育
成事業

2 事故防止対策

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

拡充

健康づくり支
援課

乳幼児の事故防止対策については、様々な
機会を通じて啓発活動を実施し、保護者へ
の知識の普及、意識付けをを行うことがで
きた。

Ｈ１７：事故防止に関
する教室の開催　6回
160組
Ｈ１８：乳幼児の事故
防止に関するパネル
を作製し、児童館に掲
示
Ｈ１９：乳幼児の事故
防止に関するポス
ターを作製し、市内保
育園に配付
Ｈ２０：事故防止啓発
記事を広報に掲載、
パネルを作製に児童
館に掲示
Ｈ２１：出前講座2回実
施、健康づくりスケ
ジュールに記事掲載

継続

A

公民館の子育てサロンで事故防止に関する
出前講座の実施、及び健康づくりスケ
ジュールに事故防止啓発記事を記載した。
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H17 23,541 23,541

H18 23,764 23,764

H19 Ａ 24,698 24,305

H20 Ａ 24,454 24,454

H21 Ａ 25,448 25,448

計 121,905 121,512

A

４か月・１歳６か月・３歳３か月児を対象に身
体発育・精神発達の両面から健診を行い、
児の健康の保持増進、保護者の育児不安
の解消を図った。
・４か月児健診（４８回）
　該当児　2,836人　受診児　2,651人
・1歳６か月児健診（４８回）
　該当児　2,941人　受診児　2,724人
・3歳児健診（４８回）
　該当児　2,967人　受診児　2,663人

従事者の資質向上として、3歳児健診視力
検査及び視力に関する問題点に関する従
事者研修会を11月に開催した。

3 乳幼児健診 健康づくり支
援課

拡充

a

乳幼児健診については、これまでに4か月
児健診に助産師、1歳6か月児健診に栄養
士を新たに導入して、健診時の相談体制の
充実を図り、また問診票を改正して育児不
安の把握に努め、相談の際に役立ててき
た。また２１年度は3歳児健診における視力
検査及び視力に関する相談体制をよりよい
ものにしていくため、県立塙保己一学園の
協力を得ながら、再検査方法の使用媒体を
変更し、また従事者研修会を開催して健診
従事者の質の向上を図り、乳幼児健診の内
容を充実することができた。
　また、健診未受診者対策として、市内保育
園、幼稚園等にポスターを掲示したり、電
話・訪問等により受診の勧奨、状況の把
握、育児支援を行う乳幼児健診未受診等育
児支援訪問事業を実施して、健診の受診を
勧奨し、また未受診者の状況を把握するこ
とができた。

H17
・1歳６か月児健診（４８回）　受診率　93.7％
　該当児　2,840人　受診児　2,660人
・3歳児健診（４８回）　受診率　87.5％
　該当児　3,017人　受診児　2,639人
H18
・４か月児健診（年間３６回）　受診率　93.2％
　該当児　2,788人　受診児　2,598人
・1歳６か月児健診（４８回）　受診率　93.8％
　該当児　2,771人　受診児　2,600人
・3歳児健診（４８回）　受診率　90.1％
　該当児　2,936人　受診児　2,645人
H19
・４か月児健診（年間４８回）　受診率　95.4％
　該当児　2,714人　受診児　2,589人
・1歳６か月児健診（４８回）　受診率　93.9％
　該当児　2,818人　受診児　2,647人
・3歳児健診（４８回）　受診率　89.1％
　該当児　2,826人　受診児　2,517人
H20
・４か月児健診（年間４８回）　受診率　93.6％
　該当児　2,760人　受診児　2,585人
・1歳６か月児健診（４８回）　受診率　94.8％
　該当児　2,812人　受診児　2,666人
・3歳児健診（４８回）　受診率　90.1％
　該当児　2,822人　受診児　2,542人
H21
・４か月児健診（年間４８回）　受診率　93.5％
　該当児　2,836人　受診児　2,651人
・1歳６か月児健診（４８回）　受診率　92.6％
　該当児　2,941人　受診児　2,724人
・3歳児健診（４８回）　受診率　89.8％
　該当児　2,967人　受診児　2,663人

Ａ
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H17 1,286 1,000

H18 1,197 1,124

H19 Ａ 1,270 1,196

H20 Ａ 1,445 1,177

H21 Ａ 1,308 1,308

計 6,506 5,805

H17 126 126

H18 210 210

H19 Ａ 210 200

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 546 536

H17 894 406

H18 504 504

H19 Ａ 651 651

H20 Ａ 672 322

H21 Ａ 672 672

計 3,393 2,555

H17 1,432 1,432

H18 1,601 1,507

H19 Ａ 1,530 1,490

H20 Ａ 1,530 1,492

H21 Ａ 1,567 1,460

計 7,660 7,381

もしもし健康相談
実績
Ｈ１７：９０１件
Ｈ１８：８９８件
Ｈ１９：１，１９８件
Ｈ２０：１，０４２件
Ｈ２１：１，０１３件
女性相談実績
Ｈ１７：６５
Ｈ１８：７７
Ｈ１９：４２
Ｈ２０：５４
Ｈ２１：６９

健康づくり支
援課Ａ

他の事業での対応、地域機関との連携を図
り対応するため、１９年度をもって終了とし
た。

母乳に関する相談の現在の対応
産婦･新生児訪問指導、こんにちは赤ちゃ
ん訪問、4か月児健診時に、助産師等が母
乳に関する相談に対応する。また川越地区
助産師会等から地域の母乳育児相談を実
施している機関の情報を収集し、必要な方
に提供していく。

総合保健センター及び南文化会館において、乳幼児を
対象とした相談を実施。

乳幼児を対象とした相談を実施し、育児不
安の解消と保護者同士の情報交換の場を
提供した。平成19年度より幼児相談に心理
相談員を新たに導入。幼児及び保護者の
精神発達面・メンタル面での相談に対応で
きるようにし、育児不安の解消や、状況によ
り児童福祉や療育機関等関係機関へつな
ぐことができた。

Ｈ１７：35回
２，０１９人
Ｈ１８：３６回
２，１２９人
Ｈ１９：３０回
１，９５９人
Ｈ２０：３０回
１，５９８人
Ｈ２１：３０回
１，８６０人

Ａ

a

拡充 子どもと母の健康に関する専用ダイヤル「も
しもし健康相談」の実施（保健師、栄養士、
歯科衛生士等が対応）
また、不妊・更年期等の女性相談に助産師
等が対応した。

E

A

4 乳幼児相談 拡充

A

5 母乳育児相談 継続 他の事業での対応、地域機関との連携を図
り対応するため、１９年度をもって終了とし
た。

e

子どもと母の健康に関する専用ダイヤル「も
しもし健康相談」の実施の他、不妊・更年期
等の女性相談に助産師等が対応し、育児
不安等の解消を図ることができた。

a

a

栄養・歯科の両面から生活習慣に関する意
識付けをし、更に口腔衛生への意識を高め
ることができた。

Ｈ１７：児460人
　　　　親343人
Ｈ１８：児354人
　　　　親269人
Ｈ１９：児329人
　　　　親252人
Ｈ２０：児355人
　　　　親280人
Ｈ２１：児347人
　　　　親270人

6 電話による健康相談

健康づくり支
援課Ａ

健康づくり支
援課Ａ

Ｈ１７：１８回
２６２人
Ｈ１８：１８回
３１１人
Ｈ１９：１８回
３３９人

健康づくり支
援課

7 2歳児親子歯科健診 継続

A

２歳～２歳６か月児とその保護者を対象に、
歯科健診・指導を実施。
・実施回数　１２回

12



H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 3,138 3,138

H20 Ａ 3,138 3,138

H21 Ａ 3,375 3,368

計 9,651 9,644

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ 1,575 1,575

H21 Ａ 1,132 646

計 2,707 2,221

H17 880 742

H18 991 911

H19 Ｂ 940 940

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 2,811 2,593

H17 4,211 3,663

H18 4,833 4,681

H19 Ｂ 4,689 3,729

H20 Ａ 5,056 4,433

H21 Ａ 5,573 5,573

計 24,362 22,079

10 保健推進員による妊婦
訪問

11 新生児、産婦訪問指導 訪問実績
Ｈ１７：2,093人
Ｈ１８：2,363人
Ｈ１９：1,840人
Ｈ２０：2129人
Ｈ２１：2,665人

拡充

A a

Ａ

A

Ｈ１９に訪問についてのアンケートを実施
し、訪問してもらうならば専門職が良いとい
う妊婦の要望が確認でき、その結果を受け
て妊婦訪問を終了とした。

拡充

E

広報・ホームページによる情報提供、健康
づくりスケジュールの全戸配布等による予
防接種の接種勧奨のほか、麻しん風しん混
合Ⅱ期・Ⅲ期・Ⅳ期未接種者に対して、個別
通知による接種勧奨を行った。

a

フッ化物塗布・洗口事業を通し、むし歯予防
の意識を高めることができた。

・フッ化物塗布
Ｈ１７：470人
Ｈ１８：586人
Ｈ１９：654人
Ｈ２０：720人
Ｈ２１：381人
・フッ化物洗口
Ｈ１７：292人
Ｈ１８：465人
Ｈ１９：427人
Ｈ２０：550人
Ｈ２１：495人
・園児フッ化物
Ｈ１７：407人
Ｈ１８：428人
Ｈ１９：520人
Ｈ２０：808人
Ｈ２１：770人

Ａ
健康づくり支
援課

8 フッ化物塗布・洗口事
業

継続

A

歯ッピーフェスティバル、健康まつりの際
に、フッ化物塗布・洗口事業を実施した。
また市内公立保育園の４～５歳児クラスを
対象にフッ化物洗口事業を実施（全園）。

a

9

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

事業の周知、担当する助産師・保健師の確
保に努め、訪問実績を上げることが出来、
出産後の母子の育児不安の解消、保健指
導を行うことができた。

予防接種の接種率向上のための取り組み
について、様々な機会を通じて行うことがで
きた。特に20年度から実施した麻しん風し
ん混合未接種者への個別通知による接種
勧奨は、よりよい啓発の機会になった。

麻しん風しん混合Ⅰ
期接種数
Ｈ１８：2,635人
Ｈ１９：2,860人
Ｈ２０：2,698人
H２１：2,722人
Ⅱ期接種者数
Ｈ１８：2,194人
Ｈ１９：2,370人
Ｈ２０：2,840人
H２１：2,789人

健康づくり支
援課Ａ

Ｈ１９に訪問についてのアンケートを実施し、訪問して
もらうならば専門職が良いという妊婦の要望が確認で
き、その結果を受けて妊婦訪問を終了とした。
今後、妊婦については、早期の妊娠届出、適切な妊婦
健康診査の受診を呼びかけ、また市で実施している妊
婦向けの教室の他、妊娠中から参加できるサロン・
サークル等の情報提供を行っていく。また、地域医療
機関等関係機関と連携を図り、支援が必要な妊婦に
ついては電話相談、訪問、面接等で保健師・栄養士等
が対応していく。

妊婦訪問実績
Ｈ１７：438件
Ｈ１８：525件
Ｈ１９：542件

出生連絡票・電話等により希望があった概
ね２か月までの産婦・新生児に対して、助産
師、保健師による訪問を実施。
今年度は訪問希望を提出する出生連絡票
の料金受取人払いを実施した。

Ｂ

予防接種の接種率向
上

拡充

e

13



H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 95 95

H20 Ａ 87 58

H21 Ａ 85 85

計 182 153

H17 8,495 7,261

H18 8,480 8,466

H19 Ａ 20,569 20,569

H20 Ａ 21,145 21,145

H21 Ａ 34,856 34,856

計 93,545 92,297

H17 48,771 46,242

H18 47,917 46,127

H19 Ａ 47,830 46,797

H20 Ａ 117,832 116,417

H21 Ａ 207,256 194,258

計 469,606 449,841

H17 521 519

H18 469 450

H19 Ａ 556 556

H20 Ａ 377 183

H21 Ａ 310 62

計 2,233 1,770

H17 262 115

H18 171 131

H19 Ａ 166 122

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 599 368

H17 146 112

H18 159 114

H19 Ａ 120 102

H20 Ａ 161 91

H21 Ａ 127 107

計 713 526

健康づくり支
援課Ａ

参加者数
Ｈ１７：1２回252人
Ｈ１８：1２回163人
Ｈ１９：１２回171
人

地域の医療機関で同様の事業を実施して
おり、受講者も重なっている現状を受けて終
了とした。

Ａ
健康づくり支

援課

15 母親学級・両親学級 拡充

A

16

　調理実習を通して、妊娠中とその後のより
よい食生活を習得してもらうことができた。
また、プログラムに歯科の講話を組み込
み、受講者の意識を高めることができた。

妊婦とその夫を対象に、育児・栄養・歯科に
ついての正しい知識の普及、妊娠中の不安
の解消及び父親の育児参加の支援を目的
に、プレ･パパママスクールを開催した。
・プレ･パパママスクール
　実施回数　１０回

a

マタニティクッキング 継続

A

E

地域の医療機関で同様の事業を実施して
おり、受講者も重なっている現状を受けて終
了とした。

e

a

12

　国の通達により、平成2１年度より妊婦一
般健康査の公費負担回数を、昨年度の５回
から１４回へ拡大し、超音波検査について
は、年齢制限を撤廃した。また、里帰り出産
等で委託医療機関で健診が受けられず、公
費負担の対象とならない場合に対応するた
め、今年度新たに助成制度を実施した。

a

平成2１年度より妊婦一般健康査の公費負
担回数を、昨年度の５回から１４回へ拡大
し、超音波検査の年齢制限を撤廃した。ま
た、里帰り出産等で委託医療機関で健診が
受けられず、公費負担の対象とならない場
合に対応するため、新たに助成制度を実施
し、定期的な妊婦健診の受診及び、経済的
負担の軽減につながった。

Ａ

訪問指導については、年々対象者が抱える
問題点がより複雑化･深刻化しており、担当
する保健師等の資質向上のため、講師を招
いた事例検討会を実施し、従事者の資質向
上を図ることができ、保護者等の育児に対
する不安・悩みの解消、軽減につなげること
ができた。

延受診件数
Ｈ１７：11,134人
Ｈ１８：11,004人
Ｈ１９：11,100人
Ｈ２０：24,790人
Ｈ２１：49,006人
（償還払い　１５２
人分含む）

Ａ

17

健康づくり支
援課

特定不妊治療費の助成（平成19年度より助
成期間を2年から5年に拡大　今年度から１
回の助成額の上限が１５万円となった。）
・助成件数：246件
不妊専門相談センターでの専門相談の実
施

a

特定不妊治療費の助成については、国の
実施要綱に合わせ、対象者を拡大（所得制
限の緩和）、助成金額、助成期間を拡充し、
助成を行った。、交付件数も年々増加してお
り、特定不妊治療を受ける夫婦に対して経
済的な不安の軽減につながっている。

訪問実績
Ｈ１７：３３６人
Ｈ１８：４０２人
Ｈ１９：５５５人
Ｈ２０：６３１人
Ｈ２１：６２１人

妊娠5か月以上の妊婦を対象に、妊娠期及
びその後の食生活をよりよくすることを目的
として、調理実習・講話を行った。
実施回数　12回

参加者数
Ｈ１７：1２回110人
Ｈ１８：1２回　96
人
Ｈ１９：１２回　96
人
Ｈ２０：12回　69人
Ｈ２１：12回　77人

乳幼児訪問指導 訪問による指導が必要な母子に対し、保健
師等による訪問指導の実施。要支援者へ
の関わりの学びを深めるため、講師を招い
ての事例検討会を実施した。 a

　　地域の医療機関等で妊娠・出産につい
ての知識普及・出産に向けての不安の解消
等について同様の事業を実施している現状
を踏まえ、産後の育児・父親の役割、栄養・
歯科保健等、地域保健機関が実施する内
容としての特色をもたせた。また、夫婦揃っ
て参加しやすいよう、土曜日にも開催し、父
親の育児参加を促すことができた。

マタニティ体操

13 不妊に対する支援

14 妊婦健康診査

A

健康づくり支
援課

参加者数
Ｈ１７：10回292人
Ｈ１８：10回348人
Ｈ１９：6回235人
Ｈ２０：10回288人
Ｈ２１：10回316人

Ｈ１７：６８人
Ｈ１８：８１人
Ｈ１９：２００人
Ｈ２０：２１２人
Ｈ２１：２４６人

Ａ

健康づくり支
援課

Ａ

健康づくり支
援課

A

継続

継続

継続

A

拡充
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H17 588 588

H18 613 613

H19 Ａ 616 616

H20 Ａ 662 662

H21 Ａ 630 618

計 3,109 3,097

H17 224 149

H18 232 120

H19 Ａ 245 195

H20 Ａ 235 204

H21 Ａ 235 227

計 1,171 895

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｅ ― ―

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 0 0

H17 191 191

H18 241 159

H19 Ａ 195 154

H20 Ａ 203 154

H21 Ａ 191 156

計 1,021 814

H17 112 104

H18 157 127

H19 Ａ 152 101

H20 Ａ 141 96

H21 Ａ 121 106

計 683 534

参加者数
Ｈ１７：1２回153人
Ｈ１８：1２回169人
Ｈ１９：１２回158
人
Ｈ２０：12回135人
Ｈ２１：12回135人

参加者数
・はじめまして離
乳食
Ｈ１７：12回228人
Ｈ１８：12回242人
Ｈ１９：12回289人
Ｈ２０：12回288人
Ｈ２１：12回287人

・もぐもぐ離乳食
Ｈ１７：12回172人
Ｈ１８：12回166人
Ｈ１９：12回185人
Ｈ２０：12回253人
Ｈ２１：12回246人

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

離乳食について、知識の普及啓発を行い、
不安の解消を図ることができ、また同月齢
の乳児をもつ保護者同士の情報交換・仲間
作りの場としての役割を果たすことができ
た。

月齢に応じた離乳食の進め方について教
室を開催し、離乳食の講話･試食を行った。
・はじめまして離乳食教室（概ね４～６か月
児とその保護者）　実施回数　１２回
・もぐもぐ離乳食教室（概ね６～８か月児と
その保護者）
　実施回数　１２回

a

２歳６か月～４歳未満児とその保護者を対
象に、おやつ作りの実習や講話を行い、お
やつについての正しい知識の普及を図っ
た。また口腔内の手入れの仕方について指
導を行った。
・実施回数　１２回

a

健康づくり支
援課

参加者数
Ｈ１７：1２回104組
Ｈ１８：1２回131組
Ｈ１９：１２回158
組
Ｈ２０：12回156組
Ｈ２１：12回150組

Ａ

Ａ

Ｅ
公民館等地域の身近な施設で同様の事業
を実施している現状を受けて、平成17年度
をもって終了とした。

おやつ作りの実習や講話を行い、おやつに
ついての正しい知識の普及を図ることがで
きた。また口腔内の手入れの仕方について
指導を行った。実施会場を変えたり等新し
い参加者が増えるよう、工夫し、おやつや口
腔衛生についての知識を普及することがで
きた。

Ｈ１７：6回160組

健康づくり支
援課

支給者数
Ｈ１７：10人
Ｈ１８：９人
Ｈ１９：15人
Ｈ２０：16人
Ｈ２１：18人

Ａ
健康づくり支
援課

継続

A

継続

A

低所得世帯の妊産婦及び乳児に対して粉ミ
ルクを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握、指導を行う。

妊娠中に起きやすい歯科疾患の予防、歯
科保健に対する意識の高揚を図ることがで
きた。

妊娠５か月以上の妊婦を対象に、歯科健診
と歯みがき指導を実施。
実施回数12回

a

低所得世帯の妊産婦及び乳児に対して粉ミ
ルクを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握、指導を行うことができた。

19 母子栄養食品の支給

18 妊婦歯科健診

１０～11か月児と保護者を対象とした生活
習慣の確立と事故防止の教室であったが、
公民館等地域の身近な施設で同様の事業
を実施している現状を受けて終了とした。

20 のびのび子育て広場 継続

E

Ａ

21 離乳食教室 継続

A

e

a

22 おやつと歯みがき教室 継続

A
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H17 60 28

H18 78 42

H19 Ａ 50 50

H20 Ａ 63 56

H21 Ａ 63 42

計 314 218

H17 89 0

H18 201 52

H19 Ａ 183 9

H20 Ａ 105 31

H21 Ａ 59 18

計 637 110

H17 105 32

H18 138 83

H19 Ａ 108 107

H20 Ａ 141 135

H21 Ａ 112 62

計 604 419

H17 69 60

H18 83 10

H19 Ａ 128 0

H20 Ａ 43 0

H21 Ａ 33 23

計 356 93

H17 ― ―

H18 69 33

H19 Ａ 108 0

H20 Ａ 33 0

H21 Ａ 33 0

計 243 33

訪問指導については、年々対象者が抱える
問題点がより複雑化･深刻化しており、担当
する保健師等の資質向上のため、講師を招
いた事例検討会を実施し、従事者の資質向
上を図ることができ、保護者の育児不安の
解消につながった。

訪問による指導が必要な未熟児・長期療養
児世帯に対し、保健師等による訪問指導を
実施した。

a

a

いもっこの会の開催
・実施回数　11回
うち2回、外部講師による講演会

a

ダウン症という同じ悩みを持つ者同士が情
報交換等を行い、不安の解消、育児支援に
役立った。

・ひよこサロン（小さく生まれた子どもを持つ
親の会）
実施回数12回
・ひよこ教室（未熟児及びその保護者を対
象とした教室）
今年度よりひよこサロンの場を活用して開
催。

小さく生まれたという同じ悩みを持つ者同士
が情報交換等を行い、不安の解消、育児支
援につながった。また保育士をスタッフに入
れ、内容の充実が図られた。

訪問実績
（訪問指導の再掲）
Ｈ１７：６６人
Ｈ１８：８０人
Ｈ１９：５５人
Ｈ２０：１０２人
Ｈ２１：３２人

Ａ

Ａ

24 未熟児・長期療養児訪
問指導

拡充

A

健康づくり支
援課

　　参加者数
Ｈ１７：１２回　９９組
Ｈ１８：１２回　７８組
Ｈ１９：１２回　９７組
Ｈ２０：１３回　８７組
Ｈ２１：1２回　６１組

　　参加者数
Ｈ１７：１１回166組
Ｈ１８：１１回113組
Ｈ１９：１１回88組
Ｈ２０：1１回58組
Ｈ２１：1１回159組

参加者数
ひよこサロン
Ｈ１７：1２回71人
Ｈ１８：1２回143人
Ｈ１９：１２回222人
Ｈ２０：12回229人
Ｈ２１：12回209人
　
ひよこ教室
Ｈ１７：２回32人
Ｈ１８：２回69人
Ｈ１９：２回66人
Ｈ２０：２回69人

健康づくり支
援課

Ａ
健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

25 ひよこ教室・ひよこサロ
ン

継続

A

実施状況
Ｈ１７：27回953人
Ｈ１８：33回1,228人
Ｈ１９：32回1,078人
Ｈ２０：24回835人
Ｈ２１：21回772人

Ａ

A

公民館、児童館、子育てサークル等からの
依頼により、保健師・栄養士・歯科衛生士が
会場に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
実施回数　２１回

a

公民館、児童館、子育てサークル等からの
依頼により、保健師・栄養士・歯科衛生士が
会場に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施し、育児不安
の解消、子育て支援を行うことが出来た。

27 食物アレルギーの子ど
もをもつ親の会

継続

A

26 ダウン症のある子ども
を持つ親の会

継続

A

ポッポサークルの開催
・実施回数　１２回

a

食物アレルギーという同じ悩みを持つ者同
士が情報交換等を行い、不安の解消、育児
支援に役立った。

Ａ

23 育児関連講座等への
協力

拡充
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H17 489 449

H18 493 465

H19 Ａ 487 470

H20 Ａ 485 396

H21 Ａ 400 399

計 2,354 2,179

H17 969 957

H18 973 957

H19 Ａ 1,135 1,060

H20 Ａ 1,070 1,061

H21 Ａ 1,068 1,042

計 5,215 5,077

H17 960 943

H18 973 963

H19 Ａ 1,135 1,051

H20 Ａ 1,065 1,061

H21 Ａ 1,068 1,042

計 5,201 5,060

H17 84 0

H18 63 0

H19 Ａ 75 0

H20 Ａ 0 0

H21 Ａ 10 0

計 232 0

H17 647,328 587,367

H18 651,883 606,668

H19 Ａ 621,703 593,117

H20 Ａ 549,417 538,067

H21 Ａ 552,990 497,391

計 3,023,321 2,822,610

Ａ

Ａ

Ａ

専門医師による診察及び保健師・栄養士に
よる相談の実施により、成長発達を正しく評
価しながら必要時適切な機関へ結びつけ、
育児不安の解消に役立っている。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　65人
Ｈ１８：１２回　67人
Ｈ１９：１２回　53人
Ｈ２０：１２回　58人
Ｈ２１：1２回　61人

28 すくすくクリニック 継続

A

未熟児及び主に4か月児健診等で発育・発
達に遅れがみられる概ね1歳までの子ども
を対象に、診察・相談を実施。
実施回数　12回 a

健康づくり支
援課

29 発育・発達クリニック 拡充

A

乳幼児健診･相談等で成長や精神・運動発
達に心配がある乳幼児等を対象に、診察･
発達テスト・相談を実施。
実施回数　12回 a

診察･発達テスト・相談の実施により、成長
発達を正しく評価しながら必要時適切な機
関へ結びつけ、育児不安の解消に役立っ
た。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　９２人
Ｈ１８：１２回　８０人
Ｈ１９：１２回　７６人
Ｈ２０：１２回　８４人
Ｈ２１：1２回　７６人

Ａ
健康づくり支
援課

30 子どもの心の健康相談 拡充

A

乳幼児健診･相談等で成長や精神・運動発
達に心配がある乳幼児等を対象に、診察･
発達テスト・相談を実施。
実施回数　12回 a

診察･発達テスト・相談の実施により、成長
発達を正しく評価しながら必要時適切な機
関へ結びつけ、育児不安の解消に役立っ
た。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　５４人
Ｈ１８：１２回　６６人
Ｈ１９：１２回　５２人
Ｈ２０：１２回　６２人
Ｈ２１：1２回　５４人

Ａ
健康づくり支
援課

31 多胎児をもつ親の会 継続

A

ハッピーエンジェルの開催
21年度より、月1回のサロンとして開催して
いる。
・実施回数　１２回

a

多胎児をもつ親という同じ悩みを持つ者同
士が情報交換等を行い、不安の解消、育児
支援に役立った。
これまで、サークルとして活動していたが、
役員のなり手がおらず、21年度より月1回の
サロンとしての開催となったが、参加者数は
変化なく、サークルメンバーも協力的であ
る。

　　参加者数
Ｈ１７：２４回４０６組
Ｈ１８：２４回３５６組
Ｈ１９：２４回２９１組
Ｈ２０：２４回３４５組
Ｈ２１：1２回１０９組

健康づくり支
援課

医療助成課こどもが必要とする医療を簡便に受けられ
るようにし、こどもの健康の向上と福祉の増
進を図るためこどもに対する医療費の一部
を支給した。

支給件数
Ｈ１７　282,228件
Ｈ１８　293,053件
Ｈ１９　292,897件
Ｈ２０　301,391件
Ｈ２１　290,709件

32 こども医療費の助成 拡充

A

こどもが必要とする医療を簡便に受けられ
るようにし、こどもの健康の向上と福祉の増
進を図るためこどもに対する医療費の一部
を支給する。
支給件数　290,709件
支給額　　 463,093,645円

a
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【網 掛 け】　 重点施策  

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

１－（２）　「食育」の推進 　 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

Ａ

2

1 幼稚園・保育所等にお
ける指導

小・中学校への指導

3

拡充

A

地域の特色を活かした
「食育」の実践活動

継続

継続

事　　業　　名
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

所　管　課№ 目標

保育課

H17　小学校２年生
3,050人　196回
H18　小学校２年生
2,935人　196回
H19　小学校２年生
2,925人　190回
H20　小学校２年生
2,819人　199回
H21　小学校２年生
2,923人　197回
毎年　各種広報誌発
行６回

Ａ
給食センター

Ａ
市立保育園において、健全な成長発達を目
指し、食事の楽しさや大切さについて栄養
教育を行う。
公立保育園２０園　各６回 a

食育の指導については、毎年、確実に実施
している。

毎年
公立保育園２０園
各６回

A

小学校2年生2,923人　197回
小中学校への食に関する指導
各種広報誌の発行　6回

a

年間計画の中で予定どおり進めている

料理教室開催
毎年２回開催
（H20のみ４回開
催）

毎年　パネル３
枚、パワーポイン
ト１種類

Ａ
給食センター

A

学校給食の時間をはじめとする特別活動、各教
科、道徳、総合的な学習の時間といった学校生
活全体で食に関する指導を実施した。

a

食に関する指導の全体計画を各学校で整えるこ
とで、学校教育全体を通した体系的・継続的な
指導が実践された。

教育指導課　

夏休み料理教室の開催
食育用パネル及びパワーポイント作成

A a

地場農産物の学校給食への利用
地場産物を利用した料理教室開催
地場産物に関する食育資料提供
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ 300 230

計 300 230

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 50 50

H19 Ａ 50 50

H20 Ａ 50 50

H21 Ａ 50 50

計 200 200

H17 0 0

H18 45 14

H19 Ｂ 45 0

H20 Ａ 23 23

H21 Ａ 31 29

計 144 66

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

Ａ

Ａ
4 情報発信活動

8

6 食生活改善推進員協
議会の活動支援

拡充

拡充マタニティクッキング・
離乳食教室・おやつと
歯みがき教室・２歳児
親子歯科健診での展開

拡充

健康づくり支
援課

実施状況
Ｈ１９：419人
Ｈ２０：569人
Ｈ２１：665人

食生活改善推進
員協議会・地域
活動栄養士の会
Ｈ17年度～21年
度
歯ッピーフェステ
バル、健康まつり
に参加協力。
　絵本
Ｈ20年度　会議、
作成作業
Ｈ21年度　会議、
作成作業、完成

　食生活改善推進員議会は、健康まつりや
歯ッピーフェステバルの他に、市内のイベン
トに自主的に参加し、多くの市民に食育を
広くしてもらえるように、掲示物の展示や資
料を配布するなどして情報発信を積極的に
展開し市民に広く周知できた。
　地域活動栄養士の会は、健康まつりや
歯ッピーフェステバルの他に、各種団体や
関係機関からの依頼により栄養指導や健
康教室を実施し、専門家として「食育」の重
要性をわかりやすく周知できた。
歯の健康づくり推進検討会、幼児のむし歯
予防推進事業から、幼児を対象にした絵
本、紙芝居の作成を各種専門職、団体の協
力により作成することができた。

健康づくり支
援課

地域活動栄養士の会と共催事業を実施し、
食育の推進を図った。
・実施回数　４回

　健診、相談の際の個別栄養相談の実施に
より、食に関する不安の解消、望ましい食生
活への支援が行えている。

A

食生活改善推進員協議会、地域活動栄養
士の会等が、イベント開催時に食生活改善
の掲示物を作成し、展示したり、試食やエプ
ロンシアター等を実施し、情報を発信する。
また、歯科医師会、歯科衛生士会、地域活
動栄養士の会などと共同で、食育およびむ
し歯予防を含めた幼児の正しい生活習慣を
身につけるための絵本、紙芝居を作成す
る。 a

　食生活改善推進員議会は、健康まつりや
歯ッピーフェステバルの他に、福祉まつりや
市内のイベントに自主的に参加し、多くの市
民に食育を広くしてもらえるように、掲示物
の展示や資料を配布するなどして情報発信
を積極的に展開した。
　親子料理教室は、家庭の主婦の立場から
親しみのある教室が好評を得た。

a

7 地域活動栄養士会との
協働

拡充 　実施状況
Ｈ１９：2回20組
Ｈ２０：4回59組
Ｈ２１：4回49組
　

A

5 乳幼児健診・相談時の
栄養相談

拡充

A

歯ッピーフェステ
バル、健康まつり
に参加協力
Ｈ17年度～21年
度

親子料理教室の
実施
Ｈ17年度～21年
度
1回／年

1歳6か月児健診や乳幼児相談の際に、栄
養士による個別相談を実施し、食に関する
不安の解消、望ましい食生活への支援を
行っている。
※4か月児健診時の栄養士を一部増員し、
個別栄養相談ができるようになった。

a

　健康まつりや歯ッピーフェステバルなどの
イベントに参加し、「食育」を推進する。
　親子料理教室など調理実習を実施する。

a

A

妊娠期から幼児期まで、各ライフステージに
おいて必要な知識の普及啓発を図り、食を
通した健康づくりの支援を行う。

Ｂ
健康づくり支
援課

Ａ

Ａ

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

　地域活動栄養士の会活動を支援するとと
もに、地域での食育の推進を図ることがで
きた。

A

a

　妊娠期から幼児期まで、各ライフステージ
において必要な知識の普及啓発を図り、食
を通した健康づくりの支援を行った。

　各事業の実施
状況参照
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【網 掛 け】　 重点施策  

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

１－（３）　思春期保健対策の充実 　 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 165 24

H18 126 95

H19 Ａ 71 104

H20 Ａ 64 29

H21 Ａ 38 79

計 464 331

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 306 306

H18 561 487

H19 Ａ 561 396

H20 Ａ 495 215

H21 Ａ 495 124

計 2,418 1,528

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

平成１７年度から１９年度にかけて、思春期
体の相談を実施したが、月1回しか実施して
いないことや、保健所の立地状況、個別の相
談は来ずらい等の事情により、相談者数は伸
びなかった。そのため、平成１９年度より出
前講座を開始し、受身的な対応からこちらか
ら出向く積極的な対応へと転換した。そのこ
とにより、学校関係者との連携も多くなり、
また、係る児童の数も増え、講座実施の際の
質疑応答等により、普段相談しずらい児童の
悩み等への対応が可能となった。

・思春期体の相談
　平成１７年度：５回
実施（相談者１５
名）
　平成１８年度：１２
回実施（相談者６７
名）
　平成１９年度：８回
実施（相談者１４
名）
・出前講座
　平成１９年度：２回
実施（参加者９６
名）
　平成２０年度：４回
実施（参加者３６４
名）
　平成21年度：2回
実施（参加者160
名）

思春期保健相談 新規

C

A

Ｂ
・随時、電話等で思春期相談に対応。
・中学・高校・大学への出前講座（2 回／年
実施　　参加者160名）
・思春期保健講座（２クール／年開催　参加
者１３６名）

教育指導課
Ａ

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

ー
(啓発活動であるた
め、数値化できま
せん。)

Ａ
・保健所窓口や健康まつりにおいて、各種
のリーフレット等を配布し啓発を行った。
・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤング街
頭キャンペーンに参画した。
・小中学校等の開催する薬物乱用防止講
演会のための講師を派遣した。

№

1

事　　業　　名 目標

Ｂ
健康づくり支
援課

随時、電話等で思春期の保健相談に対応。

c

A

・保健所窓口や健康まつりにおいて、各種のリー
フレット等を配布し啓発を行った。
・健康まつりにキャラバンカーの招致を行った。
・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤング街頭
キャンペーン（朝霞台駅及び北朝霞駅周辺）に参
画した。
・小中学校等の開催する薬物乱用防止講演会
のための講師を派遣した。派遣回数５回受講者
数７９３人

保健総務課

保健予防課

全市立学校で薬物乱用防止教室を開催。
その他様々な機会を生かして児童生徒へ
啓発を図っている。

A

継続

所　管　課

Ｈ２０：５件
Ｈ２１：３件

　

a

全市立学校で薬物乱用防止教室が開催さ
れ、指導の徹底が図られている。

　マンパワーの問題、学校保健分野の関係機関との
連携が図られなかった等により、体系だった実施とは
ならなかった。
電話による個別相談があった場合、助産師・保健師等
が対応し、相談者の悩みの解消につながった。

a

2

a

薬物乱用防止啓発
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 25 24

H20 Ａ 19 19

H21 Ａ 20 34

計 64 77

H17 ― ―

H18 33,000 33,000

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ 10 10

H21 Ａ 0 0

計 33,010 33,010

関係機関との連携が図られていないため未
実施。

d

3 子育て体験学習 新規

D

5 飲酒・喫煙防止対策 拡充

A

飲酒・喫煙防止について、チラシを作成し啓
発を実施。
保健推進員協議会等団体の協力により、ラ
ジオ体操や夏祭りなどイベント時にチラシ等
を配布する。
「健康スケジュール」に、未成年の喫煙防止
の記事掲載。
保健推進員の研修において「アルコールに
ついて」の研修を実施。

a

4 中学生の健康教育 継続

C

関係機関との連携が図られていないため未実
施。

　

依頼を受けての実施としているが、実績が
ない状況。

c

　学校保健分野の関係機関との連携は図ら
れていない状況であり、事業の実施、内容
等について今後検討していく。

　

繰り返し予防啓発を行ない、定期的に検査
を行うことにより、市民の意識向上や行動
変容につながり、年々受検者数が増加し
た。

・受検者数の推移
H17年度　１８２名
H18年度　３９０名
H19年度　８００名
H20年度　５８０名
H21年度　４７６名

　啓発活動として、保健推進員等の研修会
にて「タバコの害」や「アルコールと健康」に
ついて、啓発の重要性をご理解いただき、
活動の中で、チラシ等の配布活動を展開し
てきた。保健推進員協議会をはじめ各団体
からの協力により、盆おどりや、ラジオ体操
など地域の行事の際に、チラシの配布数は
増加傾向にある。
　
　

チラシの配布数
Ｈ17年度　　8,630枚
Ｈ18年度　10,459枚
Ｈ19年度　10,898枚
Ｈ20年度　13,087枚
H21年度　19,374枚
*啓発チラシ全体数で
す
研修会
Ｈ18年度　　３回
（タバコ）
Ｈ21年度　　６回
（タバコ、アルコール）
啓発記事
・広報
Ｈ17-19年度　　たば
こ
Ｈ20-21年度　　たば
こ・アルコール
・健康スケジュール
Ｈ17-20年度（たばこ）
Ｈ21年度（たばこ・ア
ルコール）

Ｄ
健康づくり支
援課

Ａ
保健予防課

Ｂ
健康づくり支
援課

Ａ
健康づくり支
援課

6 性感染症対策 継続

A

・性感染症検査、相談及び即日検査
　（月３回実施）
・エイズを含む性感染症予防啓発事業
　（世界エイズデー　パネル展示） a
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【網 掛 け】　 重点施策  

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

１－（４）　小児医療の充実 　 (単位：千円）

平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 62,539 59,630

H18 45,755 44,794

H19 Ａ 45,889 44,542

H20 Ａ 45,698 44,750

H21 Ａ 50,159 50,159

計 250,040 243,875

H17 83,747 80,685

H18 21,778 21,499

H19 Ａ 75,454 16,596

H20 Ａ 20,818 19,906

H21 Ａ 26,178 26,178

計 227,975 164,864

H17 9,218 9,080

H18 8,876 5,617

H19 Ａ 5,975 5,883

H20 Ａ 5,851 5,851

H21 Ａ 9,812 9,812

計 39,732 36,243

H17 485 426

H18 483 143

H19 Ａ 1,406 1,406

H20 Ａ 129 0

H21 Ａ 129 0

計 2,632 1,975

H17 49,288 37,108

H18 49,548 37,769

H19 Ａ 50,426 41,485

H20 Ａ 45,583 45,583

H21 Ａ 47,687 47,687

計 242,532 209,632

小児慢性特定疾患のうち、国が指定した特
定疾患について病気の治療研究を推進し、
家族の経済的負担を軽減するため、必要な
医療の給付を行う。
Ｈ２１：２３８人

a

結核児童に対して、その児童の心身両面に
わたる健全育成・福祉向上を図るため、必
要な医療等の給付を行う。
Ｈ２１：０人 a

小児慢性特定疾患のうち、国が指定した特
定疾患について病気の治療研究を推進し、
家族の経済的負担を軽減するため、必要な
医療の給付を行った。

受給状況
H17：２３３人
Ｈ１８：２５１人
Ｈ１９：２４２人
Ｈ２０：２３１人
Ｈ２１：２３８人

結核児童に対して、その児童の心身両面に
わたる健全育成・福祉向上を図るため、必
要な医療等の給付を行った。

Ａ

受給状況
H17：２人
Ｈ１８：１人
Ｈ１９：１人
Ｈ２０：０人
Ｈ２１：０人

小児慢性特定疾患医
療給付

継続

A

健康づくり支
援課

a

身体に障害のある児童に対して、健全育
成・福祉向上を図るため、必要な医療の給
付を行った。

Ａ

受給状況
H17：１０２人
Ｈ１８：１３５人
Ｈ１９：９７人
Ｈ２０：１１５人
Ｈ２１：１７９人

Ａ

健康づくり支
援課

5 結核児童療育医療給
付

※結核児童療育給付
に名称変更

継続

A

6

身体に障害のある児童に対して、健全育
成・福祉向上を図るため、必要な医療の給
付を行う。
Ｈ２１：１７９人

目標№ 事　　業　　名

4 身体障害児育成医療
給付等

※自立支援医療(育成
医療）に名称変更

継続

A

小児救急医療対策事業

健康づくり支
援課

継続

A

1

受給状況
H17：９７人
Ｈ１８：１１８人
Ｈ１９：９１人
Ｈ２０：７４人
Ｈ２１：９７人

a

予定通り埼玉県から補助金が交付される見
込みであり、当該補助金交付事業は順調で
あると推測される。
また、今現在、計画通りに平日（土曜日も含
む）毎夜及び休日の昼間夜間の診療が確
実に実施されていることから、当該補助金
交付事務が滞りなく実施されていることが窺
がわれる。

Ａ

a

Ａ

保健医療推
進課

診療所
Ａ

（対象医療機関）
埼玉医科大学総
合医療センター
＊川越地区・比
企地区で１医療
機関

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

当事業の概要は、第二次小児救急医療に
係る経費の一部助成であるが、当事業は現
在、埼玉県が実施しており、本年度も埼玉
県から該当医療機関へ補助金が交付され
る予定である。

所　管　課

aA

A

継続

2 休日急患・小児夜間診
療事業

3 未熟児養育医療給付 健康づくり支
援課

未熟児に対して、養育のため指定養育医療
機関に入院入院が必要な場合、その養育
に必要な医療給付を行った。

４～3月患者数
6724名

月～金曜日の夜間及び休日（日曜・祝祭
日）
の診療を実施

未熟児に対して、養育のため指定養育医療
機関に入院入院が必要な場合、その養育
に必要な医療給付を行う。
Ｈ２１：９７人

診療日数３１４日
患者数６，７２４人

継続
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（２）基本目標２　心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推進  
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

２－（１）　次代の親の育成 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 180 167

H18 170 71

H19 Ａ 103 103

H20 Ａ 80 83

H21 Ａ 0 0

計 533 424

 
H17 1,320 1,320

H18 1,320 1,320

H19 Ａ 1,320 1,320

H20 Ａ 1,558 1,492

H21 Ａ 1,210 1,210

計 6,728 6,662

 
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

２－（２）　子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

Ａ

a

小学校2年生2,923人　187回
小中学校への食に関する指導
各種広報誌の発行　6回

継続 　

a

食に関する指導の全体計画を各学校で整え
ることで、学校教育全体を通した体系的・継
続的な指導が実践された。

　

d

A

学校給食の時間をはじめとする特別活動、
各教科、道徳、総合的な学習の時間といっ
た学校生活全体で食に関する指導を実施し
た。

A

Ａ

年間計画の中で予定どおり進めている H17　小学校２年生
3,050人　196回
H18　小学校２年生
2,935人　196回
H19　小学校２年生
2,925人　190回
H20　小学校２年生
2,819人　199回
H21　小学校２年生
2,923人　197回
毎年　各種広報誌発
行６回

平成２１年度
参加生徒数2802名
協力事業所のべ７
５３社

給食センター

教育指導課
教育センター
（旧　教育研
究所）

教育指導課

平成２１年度
参加者数５６名
各市立学校

Ａ

Ａ

健康づくり支
援課Ｄ

教育指導課

各学校・園において、男女平等の重要性や
人権の尊重、男女の相互理解と協力等、男
女共同参画の視点に立った教育を進める

a

川越市における男女共同基本計画の周知を
各教職員に図るとともに、男女平等意識を高
める学校での実践についての研修を推進す
る。

D

A

体験活動や多くの人とのふれあいを通して、
勤労観や社会性、自律心を養い、豊かに生
きる力を育む。

a

全中学校がそれぞれ計画通りに実施し、体
験活動や多くの人とのふれあいを通して、勤
労観や社会性、自律心を養い、豊かに生き
る力を育むことができた。

関係機関との連携が図られていないため未
実施。

関係機関との連携が図られていないため未
実施。

小・中学校への指導
（１－（２）－２の再掲）

1

継続中学生社会体験事業

3

所　管　課

所　管　課目標

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

継続

A

新規

№

№ 事　　業　　名

事　　業　　名

1 男女平等教育研修会

子育て体験学習
（１－（２）－２の再掲）

2
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H17 1,080 774

H18 1,080 756

H19 Ａ 907 711

H20 Ａ 907 761

H21 Ａ 908 788

計 4,882 3,790

 
H17 1,395 1,364

H18 1,395 1,395

H19 Ａ 1,373 1,373

H20 Ａ 1,373 1,373

H21 Ａ 1,373 1,434

計 6,909 6,939

 

H17 9,010 8,973

H18 9,911 9,805

H19 Ａ 25,186 25,096

H20 Ａ 28,383 24,913

H21 Ａ 22,185 20,869

計 94,675 89,656

 

H17 185 127

H18 175 151

H19 Ａ 175 161

H20 Ａ 252 169

H21 Ａ 233 149

計 1,020 757

 

H17 1,140 1,008

H18 40 40

H19 Ａ 30 30

H20 Ａ 25 25

H21 Ａ 25 25

計 1,260 1,128

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 5 0

H18 10 5

H19 Ａ 20 18

H20 Ａ 20 20

H21 Ａ 20 20

計 75 63

 

A

市立学校への訪問指導を行う。

Ｄ

参加率１００％
Ａ

a

7月28日、29日に行われた小・中学校教育課
程説明会に各学校の担当者が参加し、移行
措置の内容等についての研修を行うととも

に、各学校で教育課程説明会後の報告会を
行った。

A

総合的な学習の時間について「特色ある学
校づくり研修会を２回実施し、延べ９６名参加
した。１回目は新しい総合的な学習の時間に
ついての講演を行い、２回目は、各学校の年
間指導計画と全体計画の見直しを行った。

a

年間２回の研修会を実施し、各学校各１名
が参加し、着実に総合的な学習の時間の取
組を進めることができた。

教育センター
（旧　教育研
究所）

教育指導課

　

A

A

Ａ
教育センター
（旧　教育研
究所）

Ａ

年間２回開催
小・中・特別支援
学校各校１名参
加

教育センター
（旧　教育研
究所）

不登校や学校不適応等の相談依頼は多く、
研修を通した教員の資質向上と、相談活動
の充実を図ることができた。

A

相談員が相談室にいることで、人間関係が
深められ相談内容の充実を図ることができ
た。特に、心的な悩みを訴える生徒が多く、
じっくり話を聞いてあげることで、自己開示が
出来るようになった生徒も多い。

Ａ

対応が難しい相談ケースに臨床心理士が対
応し成果を上げた。

児童生徒たちに、さまざまな情報を提供でき
た。

教職員や川越市さわやか相談員を対象に学校カ
ウンセリングに関する研修を実施した。
学校カウンセリング中級研修会９回　１２５名
学校カウンセリング初級研修会３回　４１名
学校教育相談コンサルテーション研修会２回
８６名
特色あるさわやか相談室づくり研修会３回　６４
名

　

教育総合相談センター（リベーラ）に１人配置
し、学校やリベーラにおける相談活動の指
導、助言を行っている。

a

a

教育総合相談センター（リベーラ）において、
不登校児童生徒への学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施した。

a

高等学校やサポート校等、生徒が自分自身
にあった進路を選択することができた。

A

教育センター
（旧　教育研
究所）

Ａ
教育センター
（旧　教育研
究所）

　

　
Ａ

継続川越市さわやか相談員
配置事業
（平成19年度から名称
変更）

かわごえし子ども情報誌「小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒に学
校を通じて家庭に配布。

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

a

4

A

児童生徒や保護者への相談活動、家庭訪
問等を実施している。
・中学校２２校に２２人配置

a

４回発行

7 総合的な学習の時間の
支援

継続

5 学校カウンセリング研修
事業

継続

6 適応指導教室 継続

臨床心理士配置事業 新規

2 子ども情報提供事業 継続

3
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H17 6,837 3,827

H18 5,696 4,755

H19 Ａ 6,388 4,433

H20 Ａ 6,652 4,460

H21 Ａ 5,196 3,627

計 30,769 21,102

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 16,439 15,828

H18 29,098 27,645

H19 Ａ 31,135 28,375

H20 Ａ 38,478 34,288

H21 Ａ 38,973 18,111

計 154,123 124,247

 

H17 4,899 4,437

H18 4,898 4,048

H19 Ａ 4,696 4,048

H20 Ａ 4,694 3,921

H21 Ａ 4,526 4,096

計 23,713 20,550

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 30 30

H18 30 30

H19 Ａ 20 20

H20 Ａ 20 25

H21 Ａ 25 20

計 125 125

 

教育センター
（旧　教育研
究所）

a

小学校では、今年度から５，６年生で始まっ
た外国語活動の推進のための研修会を行っ
たり、中学校の英語科の授業の充実を図る
ための研修会を行ったりしたため、小学校と
中学校の連携が進み、小学校では、外国語
活動が円滑に実施された。

国際理解教育研
修会３回（小、中
学校各校１名参
加）
小学校英語活動
指導者研修会（平
成２０年度より）夏
３回冬２回
英語科授業づくり
研修会（中学校）
３回
ＡＥＴと楽しむ英会
話研修会（小、中
学校）１回

Ａ

教育指導課

12 国際理解教育 継続

A

小学校における外国語活動と中学校におけ
る英語科の授業を推進するための研修会を
行っている。
国際理解教育研修会２回（小、中学校）　　１
３７名参加
小学校英語活動指導者研修会３回（小学
校）　１５２名参加
英語科授業づくり研修会３回（中学校）２３名
参加
ＡＥＴと楽しむ英会話研修会１回（小、中学
校）２３名参加

a

全中学校がそれぞれ計画通りに実施し、体
験活動や多くの人とのふれあいを通して、勤
労観や社会性、自律心を養い、豊かに生き
る力を育むことができた。

平成２１年度
参加生徒数２８０２
名　協力事業所の
べ７５３社

Ａ

教育指導課

11 中学校社会体験事業
（２－（１）－２の再掲）

継続

A

体験活動や多くの人とのふれあいを通して、
勤労観や社会性、自律心を養い、豊かに生
きる力を育む。

a

小学校３，４年生の社会科副読本を毎年改
訂を重ねながら整備することができた。

小学校３．４年生の社会科の副読本を整備
する。

学校管理課臨時講師配置校数
１７年度…５校
１８年度…８校
１９年度…８校
２０年度…１０校
２１年度…５校

Ａ

県費による指導
法工夫加配教員
配置１００％

Ａ

A

全市立小・中学校に、県費による指導方法
工夫改善に伴う加配教員が配置され、尐人
数指導やＴ・Ｔによる、個に応じたよりきめ細
かな指導を実施している

教育指導課

平成２０年度
決算額3,921,500
円

Ａ

a

中学校第１学年で、１学級３５人を超える学
年に１学級増を行い、尐人数学級にして臨
時講師を配置することにより、授業や生活面
等でよりきめ細かな指導を行うことができ
た。

10 教育副読本の整備 継続

A

8 川越市教職員研修事業 拡充

A

A

中学校第１学年で、１学級概ね３５人を超え
る学年に１学級増を行い、市費採用の臨時
講師を配置した。
尐人数学級のための臨時講師　５校（初雁
中、富士見中、高階中、福原中、名細中）、５
名

川越市立学校（小・中・高・特別支援学校）の
教職員を対象とした研修会を実施した。研修
内容の工夫改善を図り、コースによる選択制
を拡大した。
主な内容は経験者研修（年次研修）・職能別
研修・重点研修・奨励研修などを行い、延べ
５７８６名が参加した。

a

川越市立学校（小・中・高・特別支援）の教職
員を対象とした研修会を実施し、常に最新の
情報を提供し、外部指導者を積極的に招聘
した。その結果、各学校では、新学習指導要
領の趣旨を生かした授業実践が行われるよ
うになってきた。

８３講座
研修日数２６８日
延べ参加者数５７
８６名

教育センター
（旧　教育研
究所）

Ａ

a

確かな学力の定着をめざし、尐人数指導等
により指導方法を工夫改善し、きめ細かな指
導を行なうことができた。

9 指導方法の工夫改善、
尐人数学級

拡充
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H17 109,270 93,296

H18 115,482 84,754

H19 Ｂ 136,152 125,309

H20 Ｂ 140,372 139,427

H21 Ｂ 125,027 121,714

計 626,303 564,500

H17 60 60

H18 60 36

H19 Ａ 60 54

H20 Ａ 50 48

H21 Ａ 60 66

計 290 264

H17 54 36

H18 54 30

H19 Ａ 18 18

H20 Ａ 18 12

H21 Ａ 18 30

計 162 126

H17 12 12

H18 12 12

H19 Ａ 12 6

H20 Ａ 12 0

H21 Ａ 12 0

計 60 30

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

博物館

e

1７年度のみ実施し、事業を見直した結果、
終了することになった。

２講座
Ｄ

博物館

18 ミュージアムシアター 継続

E

１８年度から実施していない

a

昔のいろいろな遊びを体験することを通し
て、当時の人々のくらしや文化に親しむこと
を目的にプログラムを組み、指導者として、
市民ボランティアの協力を得て実施できた。

１０講座
Ａ

博物館

17 昔の遊び 継続

A

昔のいろいろな遊びを体験することを通して
当時の人々のくらしや文化に親しむことを目
的にベーゴマ回しや割り箸鉄砲作りの体験
を行った。　２回実施

a

夏季休業日を利用して博物館に来館し、興
味を持って取り組める内容で実施できた。

１６講座
Ａ

博物館

16 夏休み子ども体験 継続

A

学校との連携を図り、夏季休業日を活用して
学校教育との連動した学習の場として、ミニ
縄文土器や街並み見学ツアーの体験を行っ
た。 ３回実施

a

１日かけてじっくり取り組めるプログラムで実
施した。川越の歴史、民俗、文化財等にかか
わる内容で毎年数種類更新して実施でき
た。

１５講座
Ａ

博物館

15 子ども博物館教室 継続

A

子どもに博物館に親しんでもらうとともに、身
近な川越の歴史や文化財への理解や関心
を深めるための学習、はにわ作りなどの体
験を行った。 3回実施

a

毎月２回（８月を除く）、プログラムも毎年数
種類短時間でできる内容で更新し、実施でき
た。

１０８講座
Ａ

教育センター
（旧　教育研
究所）

14 土曜体験教室 継続

A

学校週５日制対応事業として、子どもに豊か
な体験の場を提供するため、藍染めや鎧の
着装、お正月飾りの作製等の体験を行った。
２２回実施

b

情報機器のより効果的な活用についての研
修、児童生徒の情報モラルについての指導
法についての研修を行い、授業で情報機器
を積極的に活用できるようになった。
管理職のためのＩＣＴ活用研修会を実施し、
校務用パソコン導入に対応して、利用規程、
情報モラル等の指導を行った。

やさしいパソコン
操作研修会２回
パソコンプレゼン
テーション研修会
２回
パソコンホーム
ページ作成研修
会２回
授業に役立つパ
ソコン研修会２回
管理職のためのＩ
ＣＴ活用研修会１
回

Ｂ
13 情報教育 継続

B

児童生徒の情報活用の力を育成するため、
教職員への研修の実施、情報機器の整備を
行っている。小学校３２校７２３台、中学校２２
校９０２台
・やさしいパソコン操作研修会他４研修会８
回　９２名参加
(Ｂ評価理由：情報機器の整備が十分でない
ため。特に、教育用ＰＣの数や校内ＬＡＮの
整備について、国の基準をみたしていな
い。）
・校務用パソコンを全小・中・特別支援学校
に配備（１２７４台）し、教職員の校務の高効
率化を図ることができた。
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H17 675 391

H18 675 369

H19 Ａ 700 389

H20 Ａ 698 379

H21 Ａ 466 384

計 3,214 1,912

H17 ― ―

H18 1,740 1,289

H19 Ａ 1,841 1,195

H20 Ａ 1,794 1,385

H21 Ａ 1,801 1,180

計 7,176 5,049

H17 3,200 3,180

H18 3,200 3,186

H19 Ａ 3,200 3,182

H20 Ａ 2,560 2,560

H21 Ａ 2,560 2,560

計 14,720 14,668

H17 1,215,829 660,377

H18 630,680 163,404

H19 Ａ 782,442 344,834

H20 Ａ 1,455,323 337,484

H21 Ａ 4,592,065 797,294

計 8,676,339 2,303,393

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ 　

計 0 0

H17 1,240 1,240

H18 486 486

H19 Ａ 615 615

H20 Ａ 504 504

H21 Ａ 342 342

計 3,187 3,187

６２．９％

平成１９年度に策定完了 　
Ｂ

教育指導課

Ｃ
教育財務課

23 幼児教育振興プログラ
ムの策定

新規

E

a

小中学校建物の耐震化の前期計画の指標
は、４３．２％であったが、平成２１年度末に
おいて、耐震化率が６２．９％になっている。

平成１９年度に策定完了

e

教育指導課

22 公立学校施設の整備 継続

A

小学校５校（校舎）、中学校１校（体育館）の
耐震補強工事を実施

a

補助金の交付により、学校が行なう部活動やク
ラブ活動の振興を図り、児童生徒の個性の伸長
及び協調性や体力の向上等心身の健康の増進
を図り、児童生徒の健全育成に寄与することが
できた。

補助金交付額
・小学校  800000円
・中学校1600000円
・市立高  148000円
・市立養    12000円

Ａ

人権推進課

21 学校部活動補助事業 継続

A

補助金の交付により、学校が行なう部活動やク
ラブ活動の振興を図り、児童生徒の個性の伸長
及び協調性や体力の向上等心身の健康の増進
を図る。

a

①講演会の開催　②市内の公的施設及び駅
頭啓発において啓発用品配布　③ビデオを
購入し、学校・企業等へ貸出
等により人権啓発を積極的に推進してまいり
ました。

講演会参加者数　1,113名
啓発冊子等配布数　6,400冊
啓発ビデオの貸出件数254
件
講演会実施回数　5回
広報掲載回数　60回
啓発用品の等配布数
15,200個

Ａ

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

20 人権啓発事業 継続

A

講演会参加者数230名　啓発冊子等配布数
1,750冊　啓発ビデオの貸出件数49件　講演
会実施回数１回　広報掲載回数１２回
啓発用品の駅頭等配布数4,400個

a

人権作文集「あけぼの」を毎年３，１５０部発
行。「いのち・こころを大切にする絵画展」を３
日間開催してきており、毎年２００名近くの入
場者を得ている。

平成21年度入場
者数250名

Ａ
19 人権教育 継続

A

人権作文集「あけぼの」を、３，１５０部発行
予定。「いのち・こころを大切にする絵画展」
を３日間開催予定。

事業実績（見込）: ９講座
子育てガイドマップ作成講座やおはなし会、
親子コンサートや体操教室などを各公民館
で計画した。

24 育児関連講座 継続

A

Ｂ
中央公民館

a

学習内容の充実に務め、育児に関する情報
や、親子でふれあいを深める学習機会の提
供を行った。

講座数・延参加者数
１７：18講座2467人
１８：22講座1315人
１９：15講座 980人
２０：11講座 935人
２１： 9講座 827人
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H17 30 26

H18 30 25

H19 Ａ 30 25

H20 Ａ 30 30

H21 Ａ 30 30

計 150 136

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 28,711 28,483

H18 29,857 29,788

H19 Ｃ 30,737 30,082

H20 Ｃ 30,380 30,424

H21 Ａ 31,127 30,333

計 150,812 149,110

H17 445 139

H18 440 139

H19 Ａ 440 139

H20 Ａ 322 148

H21 Ａ 267 111

計 1,914 676

H17 217,000 127,875

H18 171 128

H19 Ｂ 171 128

H20 Ａ 140 137

H21 Ａ 139 152

計 217,621 128,420

　参加者数
幼保５１名
小２８名　　　中４
名　合計８３名

Ｂ
教育指導課

教育指導課
Ａ

８月に子どものよりよい成長を考える研修会
を実施し、各園、各小学校における基本的生
活習慣の育成のポイントについて学ぶことが
できた。

27 学校図書館図書の整備

第３３回幼保小連絡懇談会を６会場で実施
し、｢様々な遊びや活動を通しての子どもの
人間関係づくり」のテーマの基に、特に基本
的な生活習慣について各校・園の実践事例
を通して研修を深める。

a

25 幼保小連絡懇談会の実
施

継続

A

「学校図書館図書標準」の達成に向け、計画
的な図書購入及び廃棄に努めた。達成率
小学校６８，０％　中学校７９，８％

a

26 川越市子ども読書活動
推進計画の策定・推進

新規

A

川越市子ども読書活動推進計画策定に向け
て各種情報を収集するとともに、策定委員会
の立ち上げに向けた関係課との連絡・調整
を図った。

学校図書館協議会
長、図書館協議会
理事、ＰＴＡ代表、
小・中学校代表、保
育課、中央図書館
長、教育総務課、
教育財務課、学校
管理課、生涯学習
課、教育研究所

川越市子ども読書活動推進計画策定を組織
し、市内の子どもたちの読書活動のさらなる
推進を図り、家庭・地域・学校が一体となっ
て、子どもが読書活動に親しむ機会の提供
と諸条件の整備・充実に努める。 a

A

Ｃ
教育指導課

Ａ
教育指導課

拡充

A

小学校全児童に対して読書マラソンカードを
配布し、30冊以上読んだ児童に認定証を渡
すことで、児童の読書意欲を高めることがで
きた。

・参加児童数１７８
８８名　認定数９９
４４名

引き続き「学校図書館図書標準」の達成に向
け、計画的な図書購入及び廃棄に努め、達
成率を向上させることができた。

　

継続

A

小学校全児童に対して読書マラソンカードを
配布し、30冊以上読んだ児童に認定証を渡
した。

a

中学校１年生に対して、推薦図書を紹介した
手帳を配布し、読書活動の啓発を実施した。
・活用している１１校
・あまり活用していない１１校 a

Ｂ

継続

教育指導課中学校１年生に対して、推薦図書を紹介した
手帳を配布し、読書活動の啓発を実施した。
学年担当者に趣旨を伝え配布することで、
効果的な活用が進められた。

　29 小江戸中学生読書手帳
事業

28 小江戸読書マラソン事
業
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

２－（３）　家庭や地域の教育力の向上 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 1,972 1,964

H18 2,292 2,194

H19 Ａ 2,412 1,951

H20 Ａ 2,320 1,802

H21 Ａ 2,145 1,524

計 11,141 9,435

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 1,165 1,033

H18 1,149 912

H19 Ｅ 1,383 1,134

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 3,697 3,079

H17 2,200 2,200

H18 2,160 2,160

H19 Ａ 2,160 2,160

H20 Ａ 2,160 2,160

H21 Ａ 2,160 2,160

計 10,840 10,840

H17 1,876 1,395

H18 1,600 1,553

H19 Ａ 1,595 1,437

H20 Ａ 1,906 1,283

H21 Ａ 1,664 1,234

計 8,641 6,902

H17 350 350

H18 300 300

H19 Ｂ 300 300

H20 Ａ 300 300

H21 Ｂ 300 300

計 1,550 1,550

子どもの教育に関すること、学校生活、発達
や就学に関する相談に応じた。
・川越市就学支援委員会（委員２５名）

a

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

Ａ
教育センター
（旧　教育研
究所）

№ 事　　業　　名 所　管　課

Ａ
教育センター
（旧　教育研
究所）

1 教育相談・就学相談事
業

継続

A

相談者のニーズに応じて関係諸機関と連携
し、臨床心理士のスーパーバイズを得なが
ら、より適切な相談活動を行うことができた。

 

セミナーの名称を「いきいき登校サポートセミ
ナー」とし、子どもが登校をしぶったとき、生
活リズムづくり、登校へのきっかけづくりにつ
いて考え、話し合う機会とした。

 2 不登校児童生徒保護者
セミナー

継続

A

不登校児童生徒の保護者を対象に、不登校
理解のためのセミナーを実施し、相談に応じ
ている。

a

家庭教育学級 継続
Ａ

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

市内公立小中学校全PTA に家庭教育に関
する講座の実施を委託し、家庭教育の充実
を図った。

各ＰＴＡ５回以上
実施。延べ回数２
７３回。

高階北学習情報館の廃止により終了

e

Ｂ
地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

高階北学習情報館の廃止により終了  

6 拡充

B

3 学習相談 継続

E

4

A

5

保護者に対して家庭教育に関する学習機会
を提供するため、ＰＴＡに家庭教育に関する
講座の実施を委託する。(５４校ＰＴＡ)

a

Ａ
中央公民館

Ｂ
スポーツ振興
課
（旧　市民ス
ポーツ課）

家庭教育講座 拡充

A

2クラブ育成・設置総合型地域スポーツク
ラブ

講座数及び延べ参加者数が年々増え、多く
の乳幼児の親に学習の機会を提供すること
ができた。

講座数・延参加者数
１７：20講座2,282人
１８：28講座2,434人
１９：23講座2,908人
２０：25講座2,938人
２１：25講座2,561人

事業実績（見込）：２５講座
各公民館で乳幼児の親向けに家庭教育学
級などを実施し、今後の実施に向けても企
画中である。 a

２クラブの設置。芳野スポーツクラブでは、自主
的な運営を行い、１０事業を行い６０４名の参加
者を得た。新規創設の川越公園クラブについて
は、充実した施設設備を活用して、クラブ事業、
スクール事業等８事業を展開した。２クラブ間の
交流を行い、クラブ間のネットワークを構築した。
３クラブ設置（平成２２年度末まで）に向け、積極
的な働きかけが必要な状況にある。

b

2クラブの設置が実現したが、更なる新規設
置については積極的な働きかけが必要な状
況にある。既存の組織による活動が定着し
ており、地域でのコーディネーターの育成が
課題だが、様々なスポーツ・ニーズに対応す
るため働きかけを行っていく。
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H17 500 500

H18 600 600

H19 Ａ 700 700

H20 Ａ 700 629

H21 Ａ 730 468

計 3,230 2,897

H17 13,215 13,215

H18 12,576 12,576

H19 Ａ 13,487 13,487

H20 Ａ 13,925 13,925

H21 Ａ 13,412 13,412

計 66,615 66,615

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

H17 200 80

H18 200 150

H19 Ｂ 200 150

H20 Ｂ 200 165

H21 Ｂ 200 100

計 1,000 645

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

A

９割を超える学校において、体育施設の開
放を実施することができた。計画的な施設の
活用により多くの住民がスポーツを楽しむこ
とができた。青尐年のスポーツ活動も盛んに
なってきており、異年齢間・世代間交流も推
進することができた。

体育祭等における団交流、指導者や母集団を対
象とした研修会の実施等を通してその資質能力
の向上を図った。また、体力テスト会（参加者１０
３１名）、体育祭（参加者１１９３名）、新春マラソン
（参加者８６８名）を開催し、子供たち個々の体力
向上を図ることができた。

a

団相互の交流、指導者や母集団等の研修会の
開催、体力テスト会の開催等により、子供の体力
向上、心身の健康的な成長に寄与することがで
きた。現在56団体が尐年団として活動しており、
若手の指導者の育成も図られ、活動の質的充実
が推進されている。

a

学校開放委員会を中心に小学校３３校（旧古谷
東小含む）、中学校２０校で体育施設開放を実施
した。多くの地域住民がスポーツ・レクリエーショ
ン活動を楽しむことができた。体育館等の耐震工
事のため、利用日数が昨年度より減尐してしまう
学校施設がいくつかあった。この他、霞ヶ関北小
のプール開放（６～９月）、牛子小学校の学校
プール開放（７月）を行った。学校体育施設開放
参加者数４５５１８６名。霞ヶ関北小プール開放
参加者数３２６３名。牛子小プール開放参加者数
２３４名。

スポーツ振興
課
（旧　市民ス
ポーツ課）

Ａ
スポーツ振興
課
（旧　市民ス
ポーツ課）

7 スポーツ尐年団 継続

A

8 学校体育施設開放事業 継続

Ｂ
地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

Ｃ

Ｂ
地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

 

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

子どもサポート推進事
業予算の一部

 

Ａ

人材バンク 新規

B

 幅広い人材を確保することができた。その活
用についてが今後の課題である。

各地区サポート委員会において人材バンク
の設置は進んでいる。人材の活用につい
て、地区により差が見られる。

b

10 学生ボランティアの活用 新規

B

 大学のある地域については学生の活用が進
んだが、地域には大学がないところについ
て、どのようにして学生に参加してもらうかが
課題である。

大きな連携事業として２つ、東邦音大南古谷
ウィンドオーケストラ、尚美学園大学野球教
室と自主ボランティアとして参加しているもの
がいくつかある。 b

9

11 出前講座 新規

A

 PTA家庭教育学級や公民館事業において、
人権教育の講座を実施する際には、生涯学
習課人権教育担当の職員を講師として派遣
している。 a

１７年度から毎年派遣事業の数が着実に増
えてきている。当初から比べて昨年度までに
講師派遣の数が４倍に増加した。
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H17 197 197

H18 89 85

H19 Ａ 67 0

H20 Ａ 112 144

H21 Ａ 236 188

計 701 614

H17 140 17

H18 120 71

H19 Ａ 115 14

H20 Ａ 145 19

H21 Ａ 65 60

計 585 181

H17 53 52

H18 53 33

H19 Ａ 64 64

H20 Ａ 91 91

H21 Ａ 61 61

計 322 301

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 95 34

H20 Ａ 95 37

H21 Ａ 63 92

計 253 163

H17 97 17

H18 97 81

H19 Ａ 105 86

H20 Ｄ 104 0

H21 Ｅ ― ―

計 403 184

H17 99 71

H18 198 56

H19 Ａ 228 62

H20 Ａ 228 47

H21 Ａ 120 3

計 873 239

平成21年度までに延べ807件の家族をエコ
チャレンジファミリーとして認定し、省エネの
取り組みを広げている。また、平成18年度か
らは小学校単位で参加できる省エネワーク
ブックコースを新設し、子どもを対象とした取
り組みを更に広げている。

省エネナビコー
ス：114件認定
簡易電力計コー
ス：187件認定
省エネ家計簿
コース：83件認定
省エネワークブッ
クコース：423件認
定
ゴールド・エコチャ
レンジファミリー：
28件認定

「かわごえエコツアー」を実施した。
（１回実施。参加者数４２人）

a

Ａ
環境政策課

Ａ
環境政策課

市民環境調査 継続

A

夏期を８月に実施し（参加者数５６人）、冬期
を１月に実施した（参加者数３０人）。

12 エコチャレンジファミリー
認定事業

継続

A

環境政策課

Ａ
環境政策課

a

・省エネナビコース：17件認定
・簡易電力計コース：25件認定
・省エネ家計簿コース：12件認定
・省エネワークブックコース：78件認定
・ゴールド・エコチャレンジファミリー：6件対象

a

13

参加者数
平成18年度623名
平成19年度284名
平成20年度786名

Ａ

平成１７年度以降年度ごとに２回（夏期・冬
期）実施しており、順調に進捗している。

平成17～21年度
で毎年度２回開
催

平成１７年度以降年度ごとに１回実施してお
り、順調に進捗している。

平成17～21年度
で毎年度１回開
催

15 環境展inさんぱく 継続

 参加者実績　平
成１７年度　１４名
１８年度　２０名
１９年度　１１名

募集人数に近い申込みがあり、また、リサイ
クル体験を通して３Rに関心を持っていただ
けるので、有意義な事業であると考える。

A

14 星空観察の集い 継続

A

参加者数把握方法が毎年異なる（企画を毎
回新しくしている）ため、参加者数にばらつき
があるが、毎回、大人から子どもまで参加
し、環境について楽しく学習している。

環境ふれあい教室（水
生生物調査）

継続

E

参加者数　延べ　765名
クロスワードクイズ、市民環境調査、ソーラー
工作教室を実施した。

a

１９年度をもって終了した。

e

A

Ａ
環境保全課

Ａ
資源循環推
進課

 市内在住の親子を対象に東清掃センター、
リサイクルセンターの見学及び紙すき体験、
廃材を利用した工作教室を行った。

a

平成８年度から始めた水生生物調査は、平
成
１９年度をもって終了した。

16

17 夏休み親子リサイクル
体験ツアー

継続
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H17 8,616 8,382

H18 8,272 8,161

H19 Ａ 8,088 7,498

H20 Ａ 8,082 7,116

H21 Ａ 8,021 7,002

計 41,079 38,159

H17 276 182

H18 210 131

H19 Ｂ 150 138

H20 Ａ 175 67

H21 Ａ 111 73

計 922 591

H17 210 208

H18 180 73

H19 Ａ 165 37

H20 Ａ 165 33

H21 Ｂ 165 33

計 885 384

(1)維持管理
　清掃業務委託（月３回）、除草業務委託(年
２回)、剪定、枯損木処理(随時)
(２）施設改修
  第１号ほか５箇所整備工事

a

１８校認定予定、３８校は継続して取り組ん
でいる。（Ｂの理由として、要綱の一部を改正
し、必要書類の提出がやや遅れた為。）
２月９日平成２１年度川越市エコチャレンジ
スクール認定証授与式を開催し、１８校の認
定を行った。平成２０・２１年度実践校報告書
を作成し、市内学校長宛に送付した。

a

 

 定期的な維持管理と、不都合箇所の改修を
行うことで、良好な自然環境を保つことがで
きていると考える。散歩や休憩で利用される
ほか、一部の森では、子供たちの自然学習
の場としても利用されている。

 

登録したクラブへの情報提供を行い、市主
催のイベントを年度あたり２～３回実施して
おり、順調に進捗している。

 川越市内小・中・高・特別支援学校の全５７
校（平成２０年度古谷東小を含む）がエコチャ
レンジスクール認定校となり、各学校におい
て工夫した取組をしていた。

a

A

18 市民の森 継続

エコチャレンジスクール 継続20

19 こどもエコクラブ 継続

A

環境政策課

教育センター
（旧　教育研
究所）

Ａ

Ｂ

Ａ

環境政策課

A

登録数　４クラブ・９２会員（平成２２年３月３
１日現在）
研修会（１２月）、発表会（２月）を実施した。

 登録クラブ数
Ｈ17（20）
Ｈ18（16）
Ｈ19～21（各4）
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（３）基本目標３　子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機会の充実
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

３－（１）　親の学びの機会の充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

1 母親学級・両親学級
（１－（１）－１５の再掲）

a

　　地域の医療機関等で妊娠・出産について
の知識普及・出産に向けての不安の解消等
について同様の事業を実施している現状を
踏まえ、産後の育児・父親の役割、栄養・歯
科保健等、地域保健機関が実施する内容と
しての特色をもたせた。また、夫婦揃って参
加しやすいよう、土曜日にも開催し、父親の
育児参加を促すことができた。

Ａ

目標

a

拡充

№ 事　　業　　名

a

事業実績（見込）：２５講座
各公民館で乳幼児の親向けに家庭教育学
級などを実施し、今後の実施に向けても企
画中である。

講座数・延参加者
数
１７：20講座2,282人
１８：28講座2,434人
１９：23講座2,908人
２０：25講座2,938人
２１：25講座2,561人

所　管　課

健康づくり支援課拡充

継続

A

A

妊婦とその夫を対象に、育児・栄養・歯科に
ついての正しい知識の普及、妊娠中の不安
の解消及び父親の育児参加の支援を目的
に、プレ･パパママスクールを開催した。
・プレ･パパママスクール
　実施回数　１０回

参加者数
Ｈ１７：10回292人
Ｈ１８：10回348人
Ｈ１９：6回235人
Ｈ２０：10回288人
Ｈ２１：10回316人

事業実績（見込）: ９講座
子育てガイドマップ作成講座やおはなし会、
親子コンサートや体操教室などを各公民館
で計画した。

学習内容の充実に務め、育児に関する情報
や、親子でふれあいを深める学習機会の提
供を行った。

Ｂ
中央公民館講座数・延参加者

数
１７：18講座2467
人
１８：22講座1315
人
１９：15講座 980
人
２０：11講座 935
人
２１： 9講座 827人 中央公民館

Ａ
講座数及び延べ参加者数が年々増え、多く
の乳幼児の親に学習の機会を提供すること
ができた。

A

2 育児関連講座
（２－（２）－２４の再掲）

3 家庭教育講座
（２－（３）－５の再掲）
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【網 掛 け】　 重点施策 　

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

３－（２）　親の社会参画の機会の充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 2,851 2,820

H18 1,641 1,314

H19 Ａ 2,752 1,625

H20 Ａ 2,612 2,935

H21 Ａ 4,440 4,125

計 14,296 12,819

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
所　管　課

【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

目標№ 事　　業　　名

継続

A

2 家庭教育学級
（２－（３）－４の再掲）

新規

A

1 「つどいの広場」

保護者に対して家庭教育に関する学習機会
を提供するため、ＰＴＡに家庭教育に関する
講座の実施を委託する。（５４校ＰＴＡ）

a

各課の会議、イベント等の際に託児を設ける
ことにより、子育て中の親の社会参画の機
会を提供することができたが、さらに周知方
法やボランティアの活用方法等を工夫する
必要がある。

通知（年１回）　

原則、市内公立小中学校全PTA に家庭教
育に関する講座の実施を委託し、５年実施し
た。

各ＰＴＡ５回以上
実施。延べ回数２
７３回。

Ｂ
保育課

子育て支援課
Ａ

Ａ
地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

毎年度1～２箇所新規開設していったが、目
標箇所数に達していないため。

公立1箇所
法人6箇所
計7箇所で実施

3 イベント等への参加促
進

新規

B

各課へイベント等の際の託児についての配
慮を文書で通知した。

b

法人保育園2箇所が新規開設した。
【７箇所】

b
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（４）基本目標４　仕事と子育ての両立を支援する施策の充実 　
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

４－（１）　多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ａ 45 45

計 45 45

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 1,063 928

H18 2,072 2,049

H19 Ａ 852 385

H20 Ａ 612 220

H21 Ａ 1,595 1,594

計 6,194 5,176

 

H17 138 112

H18 408 262

H19 Ａ 432 257

H20 Ａ 426 258

H21 Ａ 947 803

計 2,351 1,692

 

Ｅ

Ａ

緊急地域経
済対策室

A

主に勤労者を対象にパソコン基礎講座、宅
建基礎講座等を開催するとともに、彩の国仕
事発見システムによる求人情報を提供した。

a

緊急地域経
済対策室

就職支援セミナー
の開催　１回
パソコン基礎・実
践講座の開催　５
回
宅建基礎・受験講
座の開催　５回

継続

A

継続

主に団塊世代を対象に再就職、ボランティ
ア、ＮＰＯ活動、起業等についてのキャリアカ
ウンセリングを行う、団塊世代第２ステージ
相談会を実施した。

A

主に事業主を対象とした仕事と家庭の両立
支援セミナーを１１月に開催するとともに他
の講座開催時に啓発リーフレットを配布し
た。

A

主に団塊世代を対象に再就職、ボランティ
ア、ＮＰＯ活動、起業等についてのキャリアカ
ウンセリングを行う、団塊世代第２ステージ
相談会、就職活動サポートセミナーを実施す
るとともに、平成２１年度から就労相談室を
設置し広く相談に応じる体制とした。

相談件数　１５，０
４８件

ー

b

育児休業取得等の推進を包括するような新
しいワークライフバランスという概念が計画
途中の１９年度から提唱されたため、十分対
応しきれない部分があった。

主に勤労者を対象にパソコン基礎講座、宅
建基礎講座等を開催した。
彩の国仕事発見システムによる求人情報を
提供した。

継続

緊急地域経
済対策室Ａ

a

a

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サンラ
イフ川越に加え、平成１８年９月から市ホー
ムページにおいて、ハローワーク川越求人
情報を毎週更新して提供した。

両立支援セミナー
の開催　２回
啓発リーフレット
の配布

Ａ
緊急地域経
済対策室

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サンラ
イフ川越及び市ホームページにおいて、ハ
ローワーク川越求人情報を毎週更新して提
供した。

№ 事　　業　　名 目標 所　管　課
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

1 育児休業取得等の推
進・啓発

拡充

2 ハローワーク求人情報
の提供

3 求職相談

4 資格・技能情報の収集
と提供
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H17 695 276

H18 581 511

H19 Ａ 690 549

H20 Ａ 685 616

H21 Ａ 681 551

計 3,332 2,503

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ａ 2,700 2,520

H21 Ｄ ― ―

計 2,700 2,520

 

H17 120 120

H18 120 120

H19 Ａ 120 120

H20 Ａ 120 120

H21 Ａ 120 120

計 600 600

 

a

緊急地域経
済対策室

勤労者、事業主双方を対象として社会保険
労務士による労働相談を実施し、平成２１年
度からは隔月で夜間相談会も実施した

相談件数　４６件
Ａ

7 労働相談 継続

A

勤労者、事業主双方を対象として社会保険
労務士による労働相談を隔月で夜間にも実
施し、延べ１８回開催した。

緊急地域経
済対策室

４年に１回の実施であるが、労働状況の変
化に合わせて仕事と家庭の両立支援や女性
の就業環境に関する調査項目を新たに加
え、平成２０年度に実施した。 ー

Ｄ
４年に１回の実施であるため、本年度は未実
施（２０年度実施）。

ハローワーク川越等と連携して若年者を対
象とした若者就職面接会を実施し平成１８年
度からは年２回開催した。
県川越比企地域振興センター、ヤングキャリ
アセンター等と連携して労働法、キャリアアッ
プ等に関する講座、セミナー、カウンセリング
を開催した。

労働法サマーセミ
ナー　218人
労働学院　1202
人
労働安全衛生セ
ミナー　268人
保護者のための
わが子の自立支
援セミナー　75人
若者就職面接会
1227人
就職力ステップ
アップ講座　183
人
団塊世代就職支
援セミナー　16人
若者ジョブナビ
ゲーション　168人

ハローワーク川越等と連携して若年者を対
象とした若者就職面接会を１０月及び２月に
開催するとともに、県川越比企地域振興セン
ター、ヤングキャリアセンター等と連携して労
働法、キャリアアップ等に関する講座を開催
した。

a

a

国・県の機関との連携 継続

A

継続

D

6 労働基本調査

緊急地域経
済対策室Ａ

5
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ｂ 10 10

H21 Ｂ ― ―

計 10 10

 

H17 885 885

H18 964 964

H19 Ａ 1,341 1,341

H20 Ａ 1,367 1,367

H21 Ａ 1,527 1,527

計 6,084 6,084

 

Ａ
女性の就労支援や資格取得を目標とした
講座を実施する。
・医療事務講座　２３回　延べ７３５人
・宅建基礎講座　２３回　延べ５８９人
・日商簿記３級講座　２０回　延べ５５６人
・介護事務講座　１４回　延べ４５２人
・ファイナンシャルプランナー３級講座
　８回　延べ２６０人
・調剤薬局事務講座　９回　延べ３１2人
・Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー　１回　３４人
・再就職支援講座　３回　延べ５１人
・女性の再就職のためのエクセル活用講座
　６回　延べ６３人

a

女性会館

新規

9 女性の就労支援事業

8 一般事業主との連絡協
議会

女性の就労支援や資格取得を目標とした
講座を実施する。
・社会保険労務教室　３０回
・ビジネス実務法務３級　３０回
・福祉住環境コーディネーター３級講座　３２
回
・ＰＯＰレタリング講座　１０回
・医療事務講座　４３回
・宅建基礎講座　６８回
・日商簿記３級講座　１００回
・介護事務講座　１４回
・女性のための再就職セミナー　７回
・カラーコーディネーター３級講座　２６回
・ファイナンシャルプランナー３級講座　１６回
・調剤薬局事務講座　９回
・Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー　５回
・女性の再就職のためのエクセ

１７年度受講者数
　延べ１，６７６人
１８年度受講者数
　延べ１，６７０人
１９年度受講者数
　延べ２，３１４人
２０年度受講者数
　延べ２，７０２人
２１年度受講者数
　延べ３，０５２人

継続

A

b

Ｃ
子育て支援課当初、川越市に本社がある３０１人以上雇用

している事業主を対象に会議を開催したが、
参加事業主が尐ないので、平成１９年度より
対象を１０１人以上雇用している事業主に拡
大し、仕事と家庭の両立を支援するための
雇用環境に関するセミナー、講演会、事例発
表会等を行った。参加企業が尐ないため、
内容、周知方法等を工夫する必要がある。

開催数及び延べ
参加者数
H17  2回・4人
H18  2回・4人
H19  2回・77人
H20  2回・35人
H21　1回・42人
川越市の子育て
応援宣言企業数
（県事業）
H17  3社
H18  12社
H19  30社
H20  24社
H21  26社
合計　95社

B

市、（財）２１世紀職業財団及び一般事業主
連絡会において仕事と家庭の両立推進セミ
ナーを行った。
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

４－（２）　仕事と子育ての両立の推進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

公立1箇所
法人6箇所
計7箇所で実施

Ｂ

Ａ
保育課目標箇所数は達成していないが、人数は達

成しているため。
１３箇所・２１６人4 一時保育事業

（５－（１）－３に掲載）
拡充

B

Ａ
教育財務課

１施設で事業を開始したが、箇所・人数とも
目標事業量に比べて整備が遅れているた
め。

１箇所・３人
Ｃ

保育課

保護者の就労等により、放課後の家庭が常
時留守になっている児童を、市内３２学童保
育室で待機児童なく保育した。

平成21年度1941
人
予算額439,085千
円

2 学童保育事業
（５－（１）－１に掲載）

拡充

A

3 病後児保育事業（施設
型）
（５－（１）－２に掲載）

新規

C

保育課

所　管　課

病児・病後児保育として、１施設で継続して
事業を実施。
【１箇所・３人】

c

保護者の就労等により、放課後の家庭が常
時留守になっている児童を、市内３２学童保
育室で保育した。【１９４１人】

a

依頼会員に対して提供会員が尐ないため、
事業内容の周知と提供会員の増加を図る必
要がある。また、センター設置目標数が３箇
所であるが増設できなかったため。

　　　　　　（Ｈ１７）→
（Ｈ２０）
依頼会員　５８５人
→９２８人
提供会　　２１４人
→３２３人
両方会員　２５人→
４３人

Ａ

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

1 ファミリー・サポート・セ
ンター事業
（５－（１）－８に掲載）

依頼会員　　　　　　　　　　　１，０６７人
提供会員　　　　　　　　　　　　　３８２人
依頼提供会員　　　　　　　　　　　５５人
活動件数　　　　　　　　　　　５，３８２件 b

拡充

B

№

5 特定保育事業
（５－（１）－４に掲載）

新規

B

一時的保育事業の「非定型型保育サービス
事業」として、特定保育事業に相当する事業
を実施。
【１３箇所・２１６人】（一時保育と一体化） b

目標箇所数は達成していないが、人数は達
成しているため。

１３箇所・２１６人

事　　業　　名 目標

公立保育園５園、法人保育園８園で実施。
【１３箇所・２１６人】（特定保育と一体化）

b

保育課

保育課

Ａ

6 「つどいの広場」
（３－（２）－１に掲載）

新規

A

法人保育園2箇所が新規開設した。
【７箇所】

b

毎年度1～２箇所新規開設していったが、目
標箇所数に達していないため。
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

拡充

D

Ａ
保育課（人数割）

１歳未満児　　480,000×１＝480,000
１～２歳児　　300,000×69＝20,700,000
3歳以上　　170,000×340＝57,800,000
長期休業加算
28園×300,000＝8,400,000
施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000

a

ほとんどの園で事業を実施し、利用者も増え
ている。

補助対象園園児
数
Ｈ１７　　３５６人
Ｈ１８　　３６６人
Ｈ１９　　３９６人
Ｈ２０　　４０９人
Ｈ２１　　４１０人

Ｄ
保育課事業なし 　

11 幼稚園での預かり保育
事業
（５－（２）－１１に掲載）

拡充

A

10 認可外保育施設等の認
可化支援
（５－（２）－１０に掲載）

事業なし

d

拡充

D

8 家庭保育室委託事業
（５－（２）－８に掲載）

9 認可外保育施設への助
成制度
（５－（２）－９に掲載）

Ｂ
保育課

Ａ
保育課

Ｂ
保育課

法人立保育所の保育サービスの充実に努
めている。

１３園で実施　7 法人立保育所への支援
（５－（２）－７に掲載）

拡充

A

民間保育所の運営の充実を図るため、各種
事業等の実施に係る経費を助成している。

a

助成制度について調査・研究を行っている。

c

財政的な問題もあり、助成が困難なため。

―

保育業務を家庭保育室に委託するにあたっ
て、事業の充実に努めている。

１９施設で実施平成２１年度は、保育費、保育料軽減費、研
修費の改正を実施して、委託事業を充実さ
せている。

a

拡充

A
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（５）基本目標５　子育てを地域で支える仕組づくりの推進 　

【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（１）　地域における子育て支援サービスの充実 (単位：千円）

平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 367,949 354,609

H18 385,871 382,403

H19 Ａ 457,372 441,009

H20 Ａ 439,558 419,052

H21 Ａ 439,085 418,007

計 2,089,835 2,015,080

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｃ 9,686 9,202

計 9,686 9,202

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ

計 0 0

 

保育課

保育課

6 保育所による地域子育
て支援事業

拡充

A

地域の親子への参加の呼びかけ。
園庭開放。育児サークル支援。
【３３箇所】

a

認可園全てで実施できた。 公立20園
法人13園
計33園で実施。

Ｂ

保育課

5 地域子育て支援セン
ター事業

拡充

B

公立1箇所、法人2箇所で実施。
電話相談、育児相談。子育て講座の開催。
育児サークル支援。公民館等への出張支
援。
子育ての情報提供。
国の補助金の再編により箇所数が変更し
た。
【３箇所】

b

適当な場所が見あたらず、前期目標の５箇
所開設に至らなかった。
国の補助金の再編により箇所数が変更し
た。
【３箇所】

公立1箇所
法人2箇所
計3箇所で実施。

Ｂ

保育課

4 特定保育事業 新規

B

一時的保育事業の「非定型型保育サービス
事業」として、特定保育事業に相当する事業
を実施。
【１３箇所・２１６人】（一時保育と一体化） b

目標箇所数は達成していないが、人数は達
成しているため。

１３箇所・２１６人
Ａ

保育課

3 一時保育事業 拡充

B

公立保育園５園、法人保育園８園で実施。
【１３箇所・２１６人】（特定保育と一体化）

b

目標箇所数は達成していないが、人数は達
成しているため。

１３箇所・２１６人
Ａ

教育財務課

2 病後児保育事業（施設
型）

新規

C

病児・病後児保育として、１施設で継続して
事業を実施。
【１箇所・３人】

c

１施設で事業を開始したが、箇所・人数とも
目標事業量に比べて整備が遅れているた
め。

１箇所・３人
Ｃ

所　管　課

1 学童保育事業 拡充

A

保護者の就労等により、放課後の家庭が常
時留守になっている児童を、市内３２学童保
育室で保育した。【１９４１人】

a

保護者の就労等により、放課後の家庭が常
時留守になっている児童を、市内３２学童保
育室で待機児童なく保育した。

平成21年度1941
人
予算額439,085千
円

Ａ

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

№ 事　　業　　名
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 B ― ―

計 0 0

 

H17 15,285 11,827

H18 15,953 11,411

H19 Ｂ 12,678 10,869

H20 Ｂ 12,370 11,769

H21 Ｂ 12,364 11,120

計 68,650 56,996

 

H17 5,081 4,971

H18 5,051 4,938

H19 Ａ 4,952 4,872

H20 Ａ 4,964 4,163

H21 Ａ 4,964 4,917

計 25,012 23,861

 

H17 6,950 6,950

H18 6,908 6,907

H19 Ａ 8,550 7,870

H20 Ａ 8,109 7,929

H21 Ａ 8,084 8,056

計 38,601 37,712

 

H17 1,453 1,378

H18 1,360 1,278

H19 Ａ 1,250 1,165

H20 Ａ 1,339 1,256

H21 Ａ 1,184 1,096

計 6,586 6,173

 

子育て支援
課

A

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざまな
問題を解決するためにフェミニストカウンセ
ラー及び女性相談員が相談に応じた。
・カウンセリングルーム　　84件
・女性相談　　　　　　　　　100件

a

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざまな
問題を解決するため相談に応じる。

H21　184件
Ａ

男女共同参
画課

子育て支援
課

10 女性のための相談事業 継続

A

母子自立支援員及び就業相談員兼母子自
立支援プログラム策定員により、母子家庭
等の自立を支援するため、日常生活上の悩
みや経済上の問題、就労等についての相談
に応じた。
Ｈ２１　母子家庭相談　5869件
　　　　プログラム策定数 45件 a

母子自立支援員により、母子家庭等の自立
を支援するため、日常生活上の悩みや経済
上の問題等についての相談に応じ、また、特
に就労に関する問題については、平成１９年
度より就業相談員兼母子自立支援プログラ
ム策定員を設置し、関係機関と協力し相談
に応じた結果、母子家庭等を自立につなげ
ることができた。

（各年度３月末現在）
H17　母子相談  3533
件
H18　母子相談　4856
件
H19　母子相談　5542
件
H20　母子相談　5634
件
       ﾌﾟﾗｸﾞﾗﾑ      28
件
H21　母子相談　5869
件
       ﾌﾟﾗｸﾞﾗﾑ      45
件

Ａ

保育課

9 家庭児童相談 拡充

A

子どもの発達に関すること、学校生活（幼稚
園、保育園等も含む）、家族関係などの相談
に応じた。

a

相談業務とともに養育支援訪問事業では、
ケース報告会議に７回参加し、養育支援家
庭の把握に努めた。

（各年度３月末現在）

H１７　3558件
H１８　3404件
H１９　2668件
Ｈ２０　3443件
Ｈ２１　3887件

Ａ

保育課

8 ファミリー・サポート・セ
ンター事業

拡充

B

依頼会員　　　　　　　　　　　１，０６７人
提供会員　　　　　　　　　　　　　３８２人
依頼提供会員　　　　　　　　　　　５５人
活動件数　　　　　　　　　　　５，３８２件 b

依頼会員に対して提供会員が尐ないため、
事業内容の周知と提供会員の増加を図る必
要がある。また、センター設置目標数が３箇
所であるが増設できなかったため。

（Ｈ１７）→（Ｈ２０）
依頼会員
　５８５人→９２８人
提供会員
　２１４人→３２３人
両方会員
　２５人→４３人

Ａ

7 「つどいの広場」
（３－（２）－１の再掲）

新規

A

法人保育園2箇所が新規開設した。
【７箇所】

b

毎年度1～２箇所新規開設していったが、目
標箇所数に達していないため。

公立1箇所
法人6箇所
計7箇所で実施

Ｂ
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（２）　保育サービスの充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

保育課

保育課

6 公立保育所の運営方法
の検討

新規

D

調査研究中。

c

保育サービスの質の低下を招かぬよう、他
市の事例等を詳細に調査・研究していく必要
があるため。

―
Ｃ

保育課

5 産休明け保育事業 新規

D

産休明け保育の実施について検討してい
る。

d

待機児童が多い中では、家庭保育室との連
携が必要であり、産休明け保育を実施する
と、０～２歳を保育している家庭保育室の事
業と重複してしまうため、実施について検討
している。

　―
Ｂ

保育課

4 土曜保育事業 新規

A

平成２１年４月から仙波町・神明町・霞ヶ関第
二保育園において事業を開始したことによ
り、公立保育園７園で、土曜保育を実施。

c

保育ニーズの高まりにより、徐々に実施園を
拡大してきたが全園実施には至っていない
ため。

公立保育園
７園

Ｃ

保育課

3 統合保育事業 拡充

A

保育所において障害児保育を実施してい
る。
平成２１年４月時は、７０人実施。

a

統合保育の充実に努めている。 ７０人
Ａ

保育課

2 延長保育事業 拡充

A

全ての公立保育所において、１時間（高階保
育園は２時間）の延長保育を実施。民間保
育所では、全１３園で実施。実施園について
は所要額を助成。
【３３箇所・１，２６７人】
※人数は民間保育所を除く。

a

現在、全ての認可保育所で実施しており、事
業の充実に努めている。

１，２６７人
３３箇所

Ａ

所　管　課

1 通常保育事業 拡充

C

公立保育所20園、定員数1,730人
法人立保育所：13園、定員数905人
【２，６３５人】

c

財政的支援を行い、民間保育所の誘致を
図っているが目標事業量に比べ定員枠の整
備が遅れているため。

２，６３５人
Ａ

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

№ 事　　業　　名
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 170,782 141,772

H18 149,025 138,304

H19 Ｂ 146,018 138,100

H20 Ｂ 150,901 147,640

H21 Ａ 187,815 187,097

計 804,541 752,913

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 75,190 84,120

H18 80,000 87,380

H19 Ａ 93,730 93,480

H20 Ａ 95,600 96,820

H21 Ａ 106,780 98,980

計 451,300 460,780

 

保育課

保育課

11 幼稚園での預かり保育
事業

拡充

A

（人数割）
１歳未満児　　480,000×１＝480,000
１～２歳児　　300,000×69＝20,700,000
3歳以上　　170,000×340＝57,800,000
長期休業加算
28園×300,000＝8,400,000
施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000 a

ほとんどの園で事業を実施し、利用者も増え
ている。

補助対象園園児
数
Ｈ１７　　３５６人
Ｈ１８　　３６６人
Ｈ１９　　３９６人
Ｈ２０　　４０９人
Ｈ２１　　４１０人

Ａ

保育課

10 認可外保育施設等の認
可化支援

拡充

D

事業なし

d

事業なし 　
Ｄ

保育課

9 認可外保育施設への助
成制度

拡充

D

助成制度について調査・研究を行っている。

c

財政的な問題もあり、助成が困難なため。 ―
Ｂ

保育課

8 家庭保育室委託事業 拡充

A

平成２１年度は、保育費、保育料軽減費、研
修費の改正を実施して、委託事業を充実さ
せている。

a

保育業務を家庭保育室に委託するにあたっ
て、事業の充実に努めている。

１９施設で実施
Ｂ

7 法人立保育所への支援 拡充

A

民間保育所の運営の充実を図るため、各種
事業等の実施に係る経費を助成している。

a

法人立保育所の保育サービスの充実に努
めている。

１３園で実施　
Ａ
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H17 1,500 1,450

H18 1,490 1,430

H19 Ａ 1,400 2,041

H20 Ａ 2,000 2,357

H21 Ａ 1,762 1,858

計 8,152 9,136

 

H17 ― ―

H18 620 459

H19 Ｂ 620 447

H20 Ｂ 620 446

H21 Ｂ 620 453

計 2,480 1,805

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

 

保育課　
Ｂ

保育課

14 認証保育所制度の検討 新規

C

他市の状況を調査研究する。

c

家庭保育室制度、認定こども園制度との整
合性を図る必要があるため。

保育課

13 保育サービス評価の仕
組の導入検討

新規

B

公立園１園で実施

c

法人園での実施ができなかった。 Ｈ１８　高階保育園
Ｈ１９　中央保育園
Ｈ２０　仙波町保育
園
Ｈ２１　名細保育園

Ｂ

12 保育士研修 継続

A

"公立・法人・家庭保育室の保育士の研修を
実施
・乳幼児保育研修　４８回　　参加者　９４９人
・障害児保育研修　４７回　　参加者　４８２人
・こどもの病気予防救急法の研修
　　　　　　　　　　　　　６９回　　参加者　５４６
人
・食育に関する研修　４８回　　参加者　４９１
人
・心とからだの発達に関する研修
　　　　　　　　　　　　８２回　　参加者１，１１１
人
・各年齢別研究会での学習会
　　　　　　　　　　　　２１回　　参加者　　９９２
人　"

a

"公立・法人・家庭保育室の保育士の研修を
実施予定。
・乳幼児保育研修
・障害児保育研修
・こどもの病気予防救急法の研修
・食育に関する研修
・心とからだの発達に関する研修
・各年齢別研究会での学習会

Ｈ１９　２３２回　４，
７９４人
Ｈ２０　２６０回　５，
４９８人
Ｈ２１　３１５回　４，
５７１人

Ａ
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（３）　子どもの健全育成の取組 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｃ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 1,400,000 1,398,600

H18 1,901,138 1,848,025

H19 Ａ 2,270,000 2,254,940

H20 Ａ 2,341,000 2,335,110

H21 Ａ 2,385,200 2,371,680

計 10,297,338 10,208,355

 

H17 337,607 336,297

H18 345,261 345,230

H19 Ａ 367,423 366,889

H20 Ａ 391,605 387,699

H21 Ａ 437,290 435,842

計 1,879,186 1,871,957

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

5 スポーツ尐年団
（２ー（３）－７の再掲）

継続

A

体育祭等における団交流、指導者や母集団を対
象とした研修会の実施等を通してその資質能力
の向上を図った。また、体力テスト会（参加者１０
３１名）、体育祭（参加者１１９３名）、新春マラソン
（参加者８６８名）を開催し、子供たち個々の体力
向上を図ることができた。

a

Ａ
スポーツ振興課
（旧　市民スポー
ツ課）

団相互の交流、指導者や母集団等の研修会の
開催、体力テスト会の開催等により、子供の体力
向上、心身の健康的な成長に寄与することがで
きた。現在56団体が尐年団として活動しており、
若手の指導者の育成も図られ、活動の質的充実
が推進されている。

　

　国庫補助対象者については、毎年、単価を
増額しているが、平成21年度は、対象外（市
単独分）の方についても単価の引き上げを
行った。

平成21年度予算
額
437,290

Ａ
教育財務課

Ａ
子育て支援
課

4 就園奨励費 継続

A

　国庫補助対象者の他、国庫補助対象外の
方についても継続して市単独での補助を実
施している。

a

3 児童手当 ・児童を養育している者に手当を支給し、家
庭における生活の安定に寄与するとともに、
次代の社会を担う児童の健全な育成及び資
質の向上に資することができた。
・平成１８年度に３歳以上小学校第３学年修
了前の児童に係る特例給付の支給期間が３
歳以上小学校修了前までに延長されたと同
時に所得制限限度額が緩和された。
・平成１９年度に３歳未満の乳幼児の養育者
に対する支給額が第１子及び第２子につい
て、倍増し、一律月１万円になった。

受給者数の推移
（各年度３月末現
在）
H17  14,638人
H18  19,189人
H19  19,270人
H20  19,440人
H21　19,763人

継続

A

児童を養育している者に手当を支給し、家庭
における生活の安定に寄与するとともに、次
代の社会を担う児童の健全な育成及び資質
の向上に資することができた。

a

Ｃ
教育指導課
人権推進課
青尐年課
子育て支援課

Ａ
保育課人権保育推進の充実に努めている。 公立保育園

２０園で実施

具体的な取組の骨子が未定である。
主体となる所管課が決まっておらず、会議等
は開催されていない。

　

№ 事　　業　　名 目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

所　管　課

他の自治体の子ども条例の研究を行う。

c

2 人権保育

新規

C

拡充

A

川越市人権保育推進委員会に対する助成を
行うとともに保育所のにおいて人権保育を推
進する。

a

1 子どもに関する条例
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 3,300 3,201

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 3,300 3,201

 

H17 17,792 17,383

H18 14,513 13,890

H19 Ａ 13,723 13,358

H20 Ａ 14,957 14,366

H21 Ａ 36,308 32,292

計 97,293 91,289

 

継続

A

市内167箇所の児童遊園について、平成20
年度に実施した安全点検等に基づき、遊具
の修繕等を行う。
　　・遊具の修繕等　延べ90箇所

Ａ
青尐年課児童遊園の整備・充実が図られた。

新たな公共施設の整備に合わせ、複合施設
としての児童館機能の導入について検討す
る。

a

a

9 児童遊園

平成20年5月、高階市民センター内に高階児
童館がオープンした。

児童館数　３館8 児童館 拡充

A

学校開放委員会を中心に小学校３３校（旧古谷
東小含む）、中学校２０校で体育施設開放を実施
した。多くの地域住民がスポーツ・レクリエーショ
ン活動を楽しむことができた。体育館等の耐震工
事のため、利用日数が昨年度より減尐してしまう
学校施設がいくつかあった。この他、霞ヶ関北小
のプール開放（６～９月）、牛子小学校の学校
プール開放（７月）を行った。学校体育施設開放
参加者数４５５１８６名。霞ヶ関北小プール開放
参加者数３２６３名。牛子小プール開放参加者数
２３４名。

a

Ａ
健康づくり支援課

Ａ
青尐年課

毎年、保健推進員のブロック会議、研修会等
で母子保健に関する情報や、学びの場を提
供した。

保健推進員研修
会会議数
Ｈ17年度（３回）
Ｈ18年度（３回）
Ｈ19年度（４回）
Ｈ20年度（１回）
Ｈ21年度（４回）

９割を超える学校において、体育施設の開
放を実施することができた。計画的な施設の
活用により多くの住民がスポーツを楽しむこ
とができた。青尐年のスポーツ活動も盛んに
なってきており、異年齢間・世代間交流も推
進することができた。

　

7 地域組織活動への研修 拡充

A

保健推進員に対して、ブロック会議等の場を
用いて市の母子保健事業の情報提供等を
行い、保健推進員が地域で母子に関する活
動を推進する際の支援をした。 a

継続

A

Ａ
スポーツ振興課
（旧　市民スポー
ツ課）

6 学校体育施設開放事業
（２－（３）－８の再掲）
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H17 18,346 18,229

H18 56,138 54,345

H19 Ａ 54,525 53,161

H20 Ａ 54,110 52,284

H21 Ａ 55,122 53,912

計 238,241 231,931

 

H17 57,370 55,168

H18 18,984 18,941

H19 Ａ 18,499 18,388

H20 Ａ 18,620 18,050

H21 Ａ 19,380 19,282

計 132,853 129,829

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 ― ― ―

H20 Ａ 18,925 18,293

H21 Ａ 19,465 19,417

計 38,390 37,710

 

H17 4,500 4,500

H18 4,500 4,416

H19 Ａ 4,050 3,988

H20 Ａ 3,440 3,372

H21 Ａ 3,390 3,337

計 19,880 19,613

 

H17 571 564

H18 461 453

H19 Ａ 453 453

H20 Ａ 453 441

H21 Ａ 453 271

計 2,391 2,182

 

Ａ
青尐年課青尐年団体の自主活動を推進するため、補

助金を交付し、活動の充実を図る。
【補助金交付対象団体】
・川越市青尐年相談員協議会
・川越市青尐年団体連絡協議会加盟4団体

a

継続

A

青尐年団体の自主活動の推進が図られた。 　

11 青尐年市民会議

12 青尐年団体

継続

A

青尐年健全育成活動が、市民総ぐるみで推
進されるよう、関係機関・団体と協働して各
種事業を実施する。
・地区会議活動費助成　　22地区
・モデル地区補助事業　　　6地区
・青年海外協力隊激励　　　7人
・青尐年健全育成市民大会参加者　380名

a

市民会議の構成員である各種機関・団体の
連携の下、同団体の設立目的を十分に達成
している。

　
Ａ

青尐年課

青尐年課
（東口児童館）

a

青尐年健全育成並びに子育て支援に係る各
種サービスの提供に努めた。

平成20年5月1日
オープン

開館日数
　　590日

延べ利用者数
　　106,319人
（過去5年間計）

開館日数
　　1,542日

延べ利用者数
　　253,803人
（過去5年間計）

a

青尐年健全育成並びに子育て支援に係る各
種サービスの提供に努めた。

青尐年課
（高階児童館）

児童館機能の整備

　川越駅東口児童館

開館日数　309日
利用者　47,063人

A

開館日数　307日
利用者　48,786人
【内訳】
　　個人利用　39,399人
　　集団指導　9,258人
　　団体利用　129人
【実施事業及び参加者数】
・乳幼児と保護者対象　139回　8,056人
・学童対象　16回　123人
・児童対象　212回　1,079人

継続

青尐年健全育成並びに子育て支援に係る各
種サービスの提供に努めた。

Ａ

Ａ

10 児童館機能の整備

　児童センターこどもの城

継続

A

A

児童館機能の整備

　高階児童館

継続

開館日数
　　1,516日

延べ利用者数
　　262,823人
（過去5年間計）

開館日数 307日
利用者数 51666人
【内訳】
　　個人利用 26,873人、集団指導 16,622人
　　団体利用 3,068人、ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ 5,024人
　　天体観測 79人
【実施事業及び参加者数】
・乳幼児親子活動　　 116回5,981人
・学童自由参加活動  117回2,094人
・学童登録参加活動  10回237人
・クラブ活動　　　　　   59回974人
・体力増進指導活動　382回7,336人

a

Ａ
青尐年課
（児童ｾﾝﾀｰ）
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H17 600 500

H18 600 600

H19 Ａ 300 300

H20 Ａ 300 300

H21 Ａ 350 349

計 2,150 2,049

 

H17 3,800 3,800

H18 3,600 3,600

H19 Ａ 3,700 3,700

H20 Ａ 3,700 3,700

H21 Ａ 3,700 2,936

計 18,500 17,736

 

H17 9,799 9,589

H18 9,133 8,513

H19 Ａ 10,075 8,965

H20 Ａ 9,178 6,931

H21 Ａ 8,864 8,583

計 47,049 42,581

 

H17 9,015 8,984

H18 9,916 9,810

H19 Ｅ ― ―

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 18,931 18,794

 

H17 40 40

H18 40 40

H19 Ａ 30 30

H20 Ａ 25 25

H21 Ａ 25 25

計 160 160

 

H17 1,933 1,611

H18 2,170 1,932

H19 Ａ 3,068 2,832

H20 Ａ 2,975 3,681

H21 Ａ 4,664 4,227

計 14,810 14,283

 

各地区での事業数、参加者数も増えている。
学校応援団の活動もますます活発に行われ
るようになってきている。

a

17 適応指導教室

18 地域子どもサポート推
進事業

拡充

A

Ａ
教育センター
（旧　教育研究
所）

高等学校やサポート校等、生徒が自分自身
にあった進路を選択することができた。

　

子どもサポート事業も軌道に乗り、各地域で
自主的な活動が展開されている。地域の特
色を生かした事業、学校応援団事業ともに
内容も充実しているが、地域差がなくなるよ
う情報交換、合同事業、人材派遣等を行って
いくことが課題である。

　
Ａ

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

平成１９年度から、川越市さわやか相談員を
中学校全校に派遣することができるように
なったため、本事業は終了した。平成１８年
度までは、中学校１１校にさわやか相談員が
配置され、残りの１１校にサポートスタッフを
配置したため、生徒の教育相談活動の充実
を図ることができた。

　

川越市尐年指導センターで行う街頭補導活
動及び相談業務等を通じて、問題行動等の
早期発見・早期指導により、青尐年非行の
未然防止に努める。
・街頭補導回数　　673回
・延べ補導員数　3,057人
・声かけ数　　　　3,437回
・相談件数　　　延べ28件

a

Ｅ
教育センター
（旧　教育研究
所）

継続

A

教育総合相談センター（リベーラ）において、
不登校児童生徒への学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施した。

a

継続

E

14 青尐年の体験活動事業

平成１８年度末にて終了。
川越市さわやか相談員を中学校全校に派遣
することができるようになったため、本事業
は終了した。

a

16 不登校児童生徒支援ス
タッフ事業

15 非行防止活動 継続

A

Ａ
青尐年課次代を担う青尐年の健全育成が図られた。 研修生　220名

（過去5年間計）

街頭補導活動及び相談業務等を通じて、青
尐年非行の未然防止、子供たちの規範意識
の向上が図られた。

・街頭補導回数
　　　　　 3,412回
・延べ補導員数
　　　　　15,321人
・声かけ数
　　　　　13,793回
・相談件数
　　　　延べ228件
（過去5年間計）

Ａ
青尐年課

子ども110番の家事業の実施により、子供た
ちにとって安全で安心な環境づくりが図られ
た。

　
Ａ

青尐年課

継続

A

次代を担う青尐年の健全育成を図るため、
第８回川越市尐年の翼事業を実施した。
【事業概要】
・事前研修3回
・本研修（4泊5日、北海道中札内村他）
・研修生（市内中学生44名）

a

継続

A

青尐年を育てる市民会議の構成員である地
区会議のうち、子ども110番を実施している
地区会議に対して、運営に係る経費を対象
に補助金を交付する。
・子ども110番実施地区会議　17地区会議

a

13 「子ども１１０番の家」
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H17 5,234 4,732

H18 4,706 4,606

H19 Ａ 4,684 4,610

H20 Ａ 4,742 3,967

H21 Ａ 4,754 3,988

計 24,120 21,903

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 100 59

H18 100 50

H19 Ａ 170 119

H20 Ａ 120 66

H21 Ａ 120 36

計 610 330

 

H17 40 40

H18 40 40

H19 Ａ 30 30

H20 Ａ 25 25

H21 Ａ 25 25

計 160 160

 

【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（４）　体験活動・交流の促進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 90 82

H18 90 90

H19 Ａ 90 90

H20 Ａ 90 87

H21 Ａ 90 82

計 450 431

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

健康づくり支援課関係機関との連携が図られていないため未
実施。

　
Ｂ

d

№ 事　　業　　名 目標

新規2 子育て体験学習
（１－（３）－３の再掲）

地域教育支援課
（旧　生涯学習
課）

1 川越ＰＴＡ連合会活動 継続

A

市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研修を
深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図るためＰＴ
Ａ運営講座を実施した。ＰＴＡの５委員会で実
施。

D

関係機関との連携が図られていないため未
実施。

教育センター
（旧　教育研究
所）

民生委員・児童委員研修
・新任者研修
・中堅者研修
・主任児童委員研修　ほか
民生委員児童委員研修を実施し、子どもに
関する様々な問題に対応できるよう努めた。

a

川越市小・中学校ＰＴＡ常置委員の研修を深
めて、ＰＴＡ活動の充実、推進を図り、各ＰＴＡ
の行う常置委員会活動の向上を図ることが
できた。

毎年約４８０人ほ
ど参加。

　高等学校やサポート校等、生徒が自分自身
にあった進路を選択することができた。

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

Ａ

a

所　管　課

Ａ

20 いないいないばあのお
はなし会

教育総合相談センター（リベーラ）において、
不登校児童生徒への学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施した。

a

０歳から１歳の乳児と保護者を対象に、読み
聞かせと手遊びを行う。

　

新任者研修、中堅者研修、主任児童委員研
修等を実施し、子育て、子供の地域生活等
の相談・支援活動の向上に貢献できた。

新任者研修
中堅者研修
主任児童委員研
修
各年1回実施

Ａ
中央図書館

Ａ
中央図書館

21 民生委員・児童委員研
修会

継続

A

Ｂ
福祉推進課
(旧生活福祉課）

４か月児健診会場等で親子のふれあいにつ
いてのメッセージを伝えながら、保護者とあ
かちゃんに絵本を渡す。

　

22 適応指導教室 継続

A

継続

A

０歳から１歳の乳児と保護者を対象に、読み
聞かせと手遊びを行った。４館合わせて９６
回実施し、１，２７４組が参加した。

a

継続

A

４か月児健診会場等で親子のふれあいにつ
いてのメッセージを伝えながら、保護者とあ
かちゃんに絵本を渡した。４８回実施し、２，
６７９組が参加した。 a

19 ブックスタート事業
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H17 1,045 1,040

H18 1,015 1,017

H19 Ａ 1,015 1,011

H20 Ａ 370 370

H21 Ａ 370 370

計 3,815 3,808

 

H17 1,344 1,239

H18 1,344 1,350

H19 Ａ 1,344 1,335

H20 Ａ 1,344 1,335

H21 Ａ 1,320 1,722

計 6,696 6,981

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 8,098 8,041

H18 8,019 8,019

H19 Ａ 8,288 8,288

H20 Ａ 8,103 8,057

H21 Ｄ ― ―

計 32,508 32,405

 

H17 2,422 1,811

H18 2,316 1,157

H19 Ａ 1,460 1,025

H20 Ａ 1,077 941

H21 Ａ 805 898

計 8,080 5,832

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

１日かけてじっくり取り組めるプログラムで実
施した。川越の歴史、民俗、文化財等にかか
わる内容で毎年数種類更新して実施でた。

　１５講座
Ａ

博物館

学校週５日制対応事業として、子どもに豊か
な体験の場を提供するため、藍染めや鎧の
着装、お正月飾りの作製等の体験を行った。
２２回実施 a

Ａ
博物館毎月２回（８月を除く）、プログラムも毎年数

種類短時間でできる内容で更新し、実施でき
た。

　１０８講座

子どもに博物館に親しんでもらうとともに、身
近な川越の歴史や文化財への理解や関心
を深めるための学習、はにわ作りなどの体
験を行った。 3回実施 a

事業実績（見込）：１８講座
キャンプや農業体験、ネイチャーゲームや合
宿通学などの講座を各公民館で計画した。

a

7 体験学習（小学生対象）

8 土曜体験教室
（２－（２）－１４の再掲）

継続

A

9 子ども博物館教室
（２－（２）－１５の再掲）

継続

A

継続

A

継続

A

各クラス年１回ず
つの交流会

Ａ

体験活動や多くの人とのふれあいを通して、
勤労観や社会性、自律心を養い、豊かに生
きる力を育む。

a

全中学校がそれぞれ計画通りに実施し、体
験活動や多くの人とのふれあいを通して、勤
労観や社会性、自律心を養い、豊かに生き
る力を育むことができた。

平成２１年度
参加生徒数２８０２
名　協力事業所の
べ７５３社

地域人材活用事業

5 中学生社会体験事業
（２－（１）－２の再掲）

高齢者いきがい課

Ａ
中央公民館自然体験や社会体験を通して「生きる力」を

育むことを目的とするため、講座の内容を見
直し、個々の講座について学習内容の充実
を図った。

講座数・延参加者数
１７：23講座1,146人
１８：23講座2,425人
１９：19講座4,400人
２０：18講座3,867人
２１：18講座4,263人

継続

新型インフルエンザ流行のため未実施となっ
た平成２１年度を除き、霞ヶ関東デイサービ
スセンター利用の高齢者と霞ヶ関東小学校
児童の世代間交流を図ることができた。

6 生きがい活動支援通所
事業

継続

D

Ａ
教育指導課

毎年度、霞ヶ関東小学校の空き教室を利用
したデイサービスセンターを在校生が訪れ、
利用者の高齢者と交流を行ってきたが、平
成２１年度は新型インフルエンザの流行のた
め、実施を見合わせている。

b

4

継続的に事業を進めているため、目標とす
る課題が順調に達成されている。

Ａ

　

A

A a

特色ある学校づくりを推進していくため、指導体
制を整え、地域人材を活用し多様な教育活動や
体験活動が展開できるようにした。
実施予定数…４４０、実施数…４４０
実施率…１００％ a

学校管理課各学校が特色ある学校づくりを推進していく
ため地域の人材を活用した。道徳、学級活
動、総合的な学習の時間、中学校部活動等
において多様な学習機会を提供することが
できた。

実施率
17年度…92％
18年度…100%
18年度…99％
20年度…99％

Ａ
地域教育支援課
（旧　生涯学習
課）

広報誌の発行により、子ども会活動等を広く
理解・周知させることができた。

3 川越市子ども会育成者
団体連絡協議会活動

継続
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 3,500 2,990

H18 3,500 2,890

H19 Ａ 3,301 2,851

H20 Ａ 4,257 4,273

H21 Ｄ 0 0

計 14,558 13,004

 

【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（５）　地域における子育て支援のネットワークづくり (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 B ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

保育課

保育課

Ｂ

Ｂ

A

3 保育所による地域子育
て支援事業
（５－（１）－６の再掲）

拡充

適当な場所が見あたらず、前期目標の５箇
所開設に至らなかった。
国の補助金の再編により箇所数が変更し
た。
【３箇所】

公立1箇所
法人6箇所
計7箇所で実施

公立1箇所
法人2箇所
計3箇所で実施。

公立20園
法人13園
計33園で実施。

地域の親子への参加の呼びかけ。
園庭開放。育児サークル支援。

a

認可園全てで実施できた。

Ｂ
法人保育園2箇所が新規開設した。
【７箇所】

A

公立1箇所、法人2箇所で実施。
電話相談、育児相談。子育て講座の開催。
育児サークル支援。公民館等への出張支
援。
子育ての情報提供。
国の補助金の再編により箇所数が変更し
た。
【３箇所】

bB

毎年度1～２箇所新規開設していったが、目
標箇所数に達していないため。

1 「つどいの広場」
（３－（２）－１の再掲）

新規

b

2 地域子育て支援セン
ター事業
（５－（１）－５の再掲）

拡充

ドイツオッフェンバッハ市に中学生交流団を
派遣する予定だったが、新型インフルエンザ
の影響で事業を中止した。

a

昔のいろいろな遊びを体験することを通して
当時の人々のくらしや文化に親しむことを目
的にベーゴマ回しや割り箸鉄砲作りの体験
を行った。 ２回実施 a

保育課

№ 事　　業　　名 目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

所　管　課

Ａ
文化振興課
（旧　国際交流
課）

昔のいろいろな遊びを体験することを通して,
当時の人々のくらしや文化に親しむことを目
的にプログラムを組み、指導者として、市ボ
ランティアの協力を得て実施できた。

１０講座
Ａ

博物館

毎年、市内中学校生徒を海外姉妹都市３市
のいずれかに派遣した。参加生徒はホーム
ステイ等を通じて現地の人と交流し、国際理
解と友好親善を深めることが出来た。

年間派遣件数
１７年度～２０年度
各１件
（２１年度は中止）

Ａ
博物館夏季休業日を利用して博物館に来館し、興

味を持って取り組める内容で実施できた。
１６講座

継続

A

継続

A

学校との連携を図り、夏季休業日を活用して
学校教育との連動した学習の場として、ミニ
縄文土器や街並み見学ツアーの体験を行っ
た。  ３回実施 a

12 海外姉妹都市交流事業 継続

D

10 夏休み子ども体験
（２－（２）－１６の再掲）

11 昔の遊び
（２－（２）－１７の再掲）
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 B ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 1,607 1,607

H18 2,025 2,041

H19 Ａ 2,254 2,210

H20 Ａ 2,268 2,261

H21 Ａ 2,304 2,251

計 10,458 10,370

 

H17 175 175

H18 132 132

H19 Ａ 88 88

H20 Ａ 157 157

H21 Ａ 100 100

計 652 652

 

7 子育てサポーター養成
講座

拡充

A

地域の中で子育てを支援してくれるサポー
ターを養成し、現在多くのサポーターが活躍
している。

講座数・延参加者数
１７：２講座 １９２人
１８：２講座   ９５人
１９：１講座 １０１人
２０：２講座 １４７人
２１：１講座 　８５人

Ａ
中央公民館各公民館が個別に開催してきた子育てサロ

ンを全館的視野で捉え直した。市内を４ブ
ロックに分け、対象人口を考慮し開催数を増
やしていった。参加者も年々増え、多くの人
に子育ての悩みや情報を分かち合う場を提
供することができた。

a

事業実績（見込）：１講座
中央公民館にて、託児実習や子育て事情、
安全管理などについて学習した。

a

Ｂ
中央公民館

開催数・延参加者数
１７：240回 9,155人
１８：273回10,697人
１９：280回11530人
２０：282回11,998人
２１：290回12,262人

a

継続

A

6 子育てサロン事業

4 子育てサークルへの出
前講座

拡充

A

B

事業実績（見込）：１９講座
全公民館で月１回～３回開催している。

各公民館で子育てサークルへ活動の場の提
供をしている。

新規5 子育てサークルへの施
設提供

A

各公民館で子育てサークルへ活動の場の提
供を行った。

Ａ

Ａ
中央公民館

健康づくり支
援課

公民館、自治会館等で自主的に活動する子
育てサークルからの育児相談、子育て講座
等の依頼により、保育士が出向き、協力す
る。
サークル支援　57回

b

保育課Ｈ17：53回1,682人
Ｈ18：72回2,216人
Ｈ19：76回2,304人
Ｈ20：77回2,418人
Ｈ21：57回2,013人

Ａ

　

Ｈ１７：13回466人
Ｈ１８：１２回362人
Ｈ１９：１０回255人
Ｈ２０：４回１１８人
Ｈ２１：３回９３人

公民館等で活動する子育てサークルからの
依頼により、出前講座を実施する。

a

サークルの依頼に対して出前講座を行うこと
で、子どもの心身の健康についての啓発、
相談、指導を行うことができ、子育て支援を
行うことができた。

子育てサークルに子育て支援センターの支
援内容が充分理解されていなかった為、支
援依頼が減尐した。毎月の月刊紙等でサー
クル支援内容について掲載し、子育てサーク
ルが依頼しやすい情報提供に努めた。
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

５－（６）　子育て情報提供の充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 42 53

H18 45 61

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 87 114

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 500 400

H20 Ａ 300 486

H21 Ａ 300 300

計 1,100 1,186

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

保育課

公民館等で活動する子育てサークルからの
依頼により、出前講座を実施する。

Ｈ１７：13回466人
Ｈ１８：１２回362人
Ｈ１９：１０回255人
Ｈ２０：４回１１８人
Ｈ２１：３回９３人

健康づくり支
援課

育児サークル支援　　57回
サークル交流会　年1回
毎月の子育て情報紙に「サークル紹介」を掲載。サー
クル交流会を開催し、サークル間の交流を支援した。
また、サークル活動状況調査を実施し、サークルの現
状把握及び子育て支援センターの支援内容の情報提
供に努めた。
内容～手遊び、ふれあい遊び、わらべうた、
　　　　　ペープサート、製作、ミニ勉強会等

a

公民館や自治会館で活動している育児サー
クルへの支援を行うことで、育児相談や親子
遊びの伝承等で子育て中の親の育児力の
向上を図った。サークル活動状況を調査し、
現状把握と今後の支援の見直しを行った。

Ａ

a

サークルの依頼に対して出前講座を行うこと
で、子どもの心身の健康についての啓発、
相談、指導を行うことができ、子育て支援を
行うことができる。

Ｈ17：53回1,682人
Ｈ18：72回2,216人
Ｈ19：76回2,304人
Ｈ20：77回2,418人
Ｈ21：57回2,013人

Ａ

Ｂ
保育課

広報、ＨＰの活用、乳幼児健診や相談、訪問指導等の
事業において、情報提供を行うとともに、子育て情報
誌等に母子保健情報のコーナーを設けてもらい、情
報を発信した。

2 育児サークル支援 拡充

A

A

a

広報、ＨＰの活用の他に、あらゆる母子保健事業を通
じて情報の発信を行った。また、保育課作成の子育て
情報誌や、中央公民館の講座で作成された、子育て
中の母親が作る子育てガイドマップに、母子保健情報
のコーナーを設けてもらい、情報を発信し、母子保健
情報を多くの人に発信することができた。。

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

Ａ

Ａ
健康づくり支
援課

A

川越子育て情報誌「子育てわくわく」を2,200部作
成し、母子手帳と配布。毎月子育て情報紙を
1,300部発行、公民館等で配布したり、子育て講
座を広報に掲載し、定期的な情報提供に努め
た。また、川越子育て情報誌や毎月の子育て情
報紙をホームページに掲載し、幅広い情報提供
に努めた。

a

川越子育て情報誌「子育てわくわく」を2,200部作
成し、母子手帳と配布。毎月子育て情報紙を
1,300部発行、公民館等で配布したり、子育て講
座を広報に掲載し、定期的な情報提供に努め
た。また、川越子育て情報誌や毎月の子育て情
報紙をホームページに掲載し、幅広い情報提供
に努めた。

川越子育て情報誌
2,200部作成。
子育て情報紙を毎
月1,300部発行。

「児童虐待防止ネットワーク」からＨ１９年度
に現在の「要保護児童対策地域協議会」と
名称を変更し、実務者会議の充実を図った。
また、平成２１年度からさいたま地方法務局
川越支局と埼玉育児院が新たに構成機関に
加わり、支援体制を拡大した。

H１７　実務者会
議　6回
H１８　実務者会
議　6回
H１９　実務者会
議　6回
Ｈ２０　実務者会
議　7回
Ｈ２１　実務者会
議　8回

Ｄ
子育て支援
課

1 育児情報発信活動 拡充

所　管　課№ 事　　業　　名

「要保護児童対策地域協議会」の実務者会
議を「子育てネットワーク」として位置づけ、
子育て支援に関して連携を図った。
8回

a

8 子育てネットワーク事業 新規

A
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（６）基本目標６　要支援児童へのきめ細かな取組の推進 　
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

６－（１）　児童虐待防止対策の充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｃ ― ―

H20 Ｃ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

所　管　課
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

子育て支援
課

子育て支援
課

（各年度３月末現
在）
H１７　3558件
H１８　3404件
H１９　2668件
Ｈ２０　3443件
Ｈ２１　3887件

Ａ

養育支援訪問事業を立ち上げた。
健康づくり支援課とケース報告会議を７回参
加した。

b

a

拡充

2 家庭児童相談
（５－（１）－９の再掲）

拡充

A

B

相談業務とともに養育支援訪問事業の立ち
上げで、継続的で包括的な相談体制を確立
できるよう努めた。
ケース報告会議に７回参加し、養育支援家
庭の把握に努めた。

H17年度　新規
132件　検討　32件
H18年度　新規
145件　検討　74件
H19年度　新規
154件　検討　78件
H20年度　新規
56件　検討　43件
H2１年度　新規
32件　検討　7件
　
Ｈ２１　ケース報告
会議７回
養育支援訪問件数
０件

※新規ケース・・・新
規で扱う件数
検討ケース・・・引き
続き継続して扱う件
数

Ｃ
要保護児童支援として個別ケース会議を定
期的に開催し、支援方針を検討した。
新規件数は月２回開催する個別ケース会議
におけるケースの取り扱い件数であり、平成
１９年度までは新規受付全ケースいついて
報告及び協議しましたが、平成２０年度以降
は要検討ケースのみ協議することとしたため
件数が尐なくなっている。
養育支援訪問事業は、20年度まで関係課と
協議したが進まなかったが、こんにちは赤
ちゃん訪問事業の進捗状況に合わせ、健康
づくり支援課と協議、調整したうえ平成２１年
に事業を開始することとなった。

№ 事　　業　　名 目標

子どもの発達に関すること、学校生活（幼稚
園、保育園等も含む）、家族関係などの相談
に応じた。

1 育児家庭支援事業

54



H17 274 152

H18 370 255

H19 Ａ 377 269

H20 Ａ 405 429

H21 Ａ 659 528

計 2,085 1,633

 

H17 361 269

H18 355 286

H19 Ａ 355 286

H20 Ａ 290 284

H21 Ａ 290 290

計 1,651 1,415

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

健康づくり支
援課

訪問実績(訪問指導
再掲）
Ｈ１７：３３６人
Ｈ１８：４０２人
Ｈ１９：５５５人
Ｈ２０：６３１人
Ｈ２１：６２１人

Ａ
訪問指導については、年々対象者が抱える問題
点がより複雑化･深刻化しており、担当する保健
師等の資質向上のため、講師を招いた事例検討
会を実施し、従事者の資質向上を図ることがで
き、保護者等の育児に対する不安・悩みの解
消、軽減につなげることができた。

5 保健師による訪問指導 継続

A

3 要保護児童対策地域協
議会
（児童虐待防止ネット
ワーク会議）

4 ふれあい親子支援事業 継続

A

川越市児童虐待防止ネットワーク会議をＨ１
７年１２月１日川越市要保護児童対策地域
協議会に改め、要保護児童対策を強化し
た。
被虐待児童だけでなく、養育面において支
援が必要な児童及びその保護者又は出産
後において支援が必要な妊婦にまで対象範
囲を拡大し、関係機関における情報共有や
支援方針の検討を行っている。
また、実務者会議の開催日数を増やすととも
に、進行管理台帳にてケース管理を行うこと
で、定期的に支援方針の見直し等を行うこと
とした。

H１７　代表者会
議　3回
　　　　実務者会
議　6回
H１８　代表者会
議　2回
　　　　実務者会
議　6回
H１９　代表者会
議　2回
　　　　実務者会
議　6回
Ｈ２０　代表者会
議　1回
　　　　実務者会
議　7回
Ｈ２１　代表者会
議　1回
　　　　実務者会
議　8回

育児不安の強い保護者を支援することで、
育児機能の修復を図ることができるが、長期
間の支援が必要である。

延参加者数
Ｈ１７：1２回134人
Ｈ１８：１２回140人
Ｈ１９：１２回121人
Ｈ２０：1２回111人
Ｈ２１：1２回92人

児童虐待予防のため、訪問による指導が必要な
母子に対し、保健師等による訪問指導の実施。
要支援者への関わりの学びを深めるため、講師
を招いての事例検討会を実施している。

a

コアラの会（育児不安が強く支援が必要な保
護者のグループミーティング）の開催
・開催回数　12回

a

Ａ
健康づくり支
援課

Ａ
子育て支援
課

拡充

A

要保護児童の早期発見や適切な保護を図る
ため、当協議会において関係機関や関係者
が情報や考え方を共有し、適切な連携の下
で、要保護児童支援を行うため協議した。

a
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　 【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

６－（２）　ひとり親家庭等の自立支援の推進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 6,956 6,950

H18 6,908 6,907

H19 Ａ 6,918 6,917

H20 Ａ 6,938 6,902

H21 Ａ 6,922 6,911

計 34,642 34,587

 

H17 99 99

H18 152 81

H19 Ａ 218 0

H20 Ａ 141 53

H21 Ａ 0 0

計 610 233

 

子育て支援
課

2 母子家庭等日常生活事
業

A

A

母子家庭等の親又は児童が日常生活に一
時的な支障が生じた場合、支援員を派遣し
て必要な支援をする体制はあったが、派遣
要請世帯はなかった。

子育て支援
課

母子自立支援員が母子家庭等の様々な悩
みや社会生活全般についての相談に応じ、
また、父子家庭についても、積極的に相談に
応じる体制を整えた結果、母子家庭を自立
につなげることができた。

（各年度３月末現
在）
H１７　母子家庭
相談　3533件
H１８　母子家庭
相談　4856件
H１９　母子家庭
相談　5542件
Ｈ２０　母子家庭
相談  5634件
Ｈ２１　母子家庭
相談　5869件

所　管　課

Ａ
母子家庭等の親又は児童が日常生活に一
時的な支障が生じた場合、支援員を派遣し
て必要な支援をし、当該世帯を自立につな
げることができた。
しかし派遣世帯は尐なく、今後のニーズ把
握、広報等は課題である。

（各年度３月末現
在）
Ｈ１７　派遣世帯
2件（延63時間）
Ｈ１８　派遣世帯
2件（延51時間）
Ｈ１９　派遣世帯
0件（延 0時間）
Ｈ２０　派遣世帯
2件（延34時間）
Ｈ２１　派遣世帯
0件

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

Ａ

継続

1 母子家庭相談 継続

a

母子自立支援員が母子家庭等の様々な悩
みや社会生活全般についての相談に応じ
た。
また、父子家庭についても、積極的に相談に
応じた。
Ｈ２１　母子家庭相談　5869件

a

№ 事　　業　　名 目標
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H17 5,360 4,532

H18 4,888 4,532

H19 Ａ 7,416 6,592

H20 Ａ 8,652 8,034

H21 Ａ 14,831 14,763

計 41,147 38,453

 

H17 96,450 60,638

H18 87,200 56,609

H19 Ａ 70,000 50,182

H20 Ａ 70,000 49,803

H21 Ａ 70,000 65,588

計 393,650 282,820

 

（各年度３月末現
在）
H１７　貸付件数
母子121件　 寡婦
3件
H１８　貸付件数
母子109件　 寡婦
3件
H１９　貸付件数
母子　96件　 寡
婦　 1件
H２０　貸付件数
母子　91件 　寡
婦　 2件
H２１　貸付件数
母子　120件 寡婦
3件

Ａ
子育て支援
課

a

母子家庭の母及び寡婦の経済的自立の助
成・生活意欲の助成を図り、併せてこれらの
児童等の福祉を増進するため、必要な資金
を貸付けた。
また償還期間の到来した資金の償還も合わ
せて行った。
H２１　貸付件数　母子　120件
　　　　　　　　　　　寡婦　 3件

a

母子家庭の母及び寡婦の経済的自立の助
成・生活意欲の助成を図り、併せてこれらの
児童等の福祉を増進するため、必要な資金
を貸付け、自立につなげることができた。
また償還期間の到来した資金の償還も合わ
せて行った。
償還対策のための会議を開催し、戸別訪
問・対応を実施し、長期滞納者を償還につな
げた。

4 母子寡婦福祉資金 継続

A

継続

A

母子家庭の母の生活の安定を図るために2
年以上の養成機関で修業する場合に、受講
中の全期間につき訓練促進費を支払い、資
格取得につなげることができた。
H２１　支給件数　14件
　　　　(対象資格：看護師)

母子家庭の母の生活の安定を図るために2
年以上の養成機関で修業する場合に、訓練
促進費を支払い、資格取得につなげること
ができた。
平成２１年２月に支給期間を１/３から１/２へ
変更した。
平成２１年６月に支給期間を全期間へ、支給
金額を１０万３千円から１４万千円へ変更し
た。
児童扶養手当の現況時等に事業の周知を
行った。

（各年度３月末現
在）
H１７　支給件数
4件
　　　　(対象資格：
看護師・介護福祉
士)
H１８　支給件数
4件
　　　　(対象資格：
看護師)
H１９　支給件数
6件
　　　　(対象資格：
看護師)
H２０　支給件数
10件
　　　　(対象資格：
看護師)
H２１　支給件数
14件
　　　　(対象資格：
看護師)

Ａ
子育て支援
課

3 高等技能訓練促進費支
給事業

57



H17 870,091 865,051

H18 910,000 904,753

H19 Ａ 918,000 914,953

H20 Ａ 928,800 926,769

H21 Ａ 956,545 955,275

計 4,583,436 4,566,801

 

H17 1,326 1,190

H18 1,428 1,292

H19 Ａ 1,930 1,912

H20 Ａ 2,448 2,295

H21 Ａ 2,729 2,728

計 9,861 9,417

 

H17 3,016 2,526

H18 3,151 2,273

H19 Ａ 3,712 2,795

H20 Ａ 4,484 3,899

H21 Ａ 4,971 4,868

計 19,334 16,361

 

H17 54,446 44,239

H18 61,938 51,085

H19 Ａ 53,891 54,333

H20 Ａ 57,482 58,735

H21 Ａ 62,377 62,698

計 290,134 271,090

 

支給件数
Ｈ１７　15,828件
Ｈ１８　19,162件
Ｈ１９　21,649件
Ｈ２０　23,567件
Ｈ２１　25,242件

Ａ
医療助成課

a

父母のいない（父母が児童と別居し、扶養し
ていない場合も含む）義務教育修了前の児
童を養育している者に手当を支給し、これら
遺児の健全な育成を図ることができた。

a

母子家庭又はそれに準ずる事情の家庭で、
その監護すべき児童の福祉に欠けるところ
がある場合、母子ともに入所させ保護・指導
を行うとともに自立を支援した。
また退所した母子の生活状況の把握と生活
安定のための支援に努めた。

入所世帯数
H１７　65世帯（人
数178人）
H１８　19世帯（人
数  54人）
H１９　32世帯（人
数  89人）
Ｈ２０　48世帯（人
数126人）
Ｈ２１　68世帯（人
数166人）

Ａ
子育て支援
課

　ひとり親家庭等の生活の安定と自立支援
のため、医療費の一部を支給した

8 ひとり親家庭等医療費
の助成

継続

A

ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援
し、福祉の増進を図るためにひとり親家庭等
に医療費の一部を支給する。
支給件数　   　　　25,242件
支給額　　　　61,741,738円

a

子育て支援
課

父親がいない又は父親が重度の心身障害
を持つ家庭で、１８歳になる年の年度末等ま
での児童を養育している者に手当を支給し、
家庭生活の安定と自立の促進に寄与するこ
とができた。

受給資格者数の
推移
（各年度３月末現
在）
H17　２，０９７人
H18　２，２２８人
H19　２，３３０人
H20　２，２９８人
H21　２，４１８人

7 母子自立支援施設すみ
れ館

継続

A

父母のいない（父母が児童と別居し、扶養し
ていない場合も含む）義務教育修了前の児
童を養育している者に手当を支給し、これら
遺児の健全な育成を図ることができた。

対象児童数の推
移
H17　１２人
H18　１３人
H19　２３人
H20　２８人
H21　３１人

母子家庭又はそれに準ずる事情の家庭で、
その監護すべき児童の福祉に欠けるところ
がある場合、母子ともに入所させ保護・指導
を行うとともに自立を支援した。
また退所した母子の生活状況の把握と生活
安定のための支援に努めた。

6 川越市遺児手当
Ａ

子育て支援
課

継続

A

Ａ
父親がいない又は父親が重度の心身障害
を持つ家庭で、１８歳になる年の年度末等ま
での児童を養育している者に手当を支給し、
家庭生活の安定と自立の促進に寄与するこ
とができた。

a

5 児童扶養手当 継続

A
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　 【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

６－（３）　障害児施策の充実 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 4,325 4,325

H18 4,800 4,467

H19 Ａ 5,088 5,088

H20 Ａ 5,084 5,084

H21 Ａ 5,821 5,328

計 25,118 24,292

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 45,842 41,706

H18 48,989 40,387

H19 Ａ 33,535 20,619

H20 Ａ 32,852 32,852

H21 Ａ 36,002 29,363

計 197,220 164,927

 

H17 133 133

H18 224 92

H19 Ａ 82 65

H20 Ａ 79 70

H21 Ａ 69 62

計 587 422

 

H17 25,974 22,900

H18 25,974 21,712

H19 Ａ 25,884 21,499

H20 Ａ 23,295 21,714

H21 Ａ 24,158 22,821

計 125,285 110,646

 

障害者福祉
課

１４，３８０円×１，５８７人＝２２，８２１，０６０
円（延べ人数）

（平成２１年度新規申請者２１人のうち却下０
件）

a

重度障害児に対し、障害児福祉手当を支給
することにより、経済的及び精神的負担の軽
減を図った。

―

Ａ

児童の心身の健やかな成長に資するため、
在宅の障害児を育てている方に、特別児童
扶養手当を支給した（支給要件有）。

3 障害児への補装具等の
交付

継続

4 障害児への各種手当の
支給

継続

A

障害者福祉
課

―

A

在宅の障害児が一時預かり等のサービスを
身近な地域で利用できるようにするととも
に、所得に応じその利用料の自己負担分に
対して補助を行い、負担の一層の軽減を
図った。

a

保護者または家族の冠婚葬祭等により、緊
急に保護が必要となった障害児の一時保護
を行い、地域生活を支援した。

a

５，３２８，０００円

当初予算
５，８２０，６１８円

児童の心身の健やかな成長に資するため、
在宅の障害児を育てている方に、特別児童
扶養手当を支給した（支給要件有）。

日常生活の向上を図るため、障害児の身体
機能を補完する装具等の費用を支給した。

―

Ａ

a

A

保護件数　２２５件
実利用人数　３６人

（２１年度中の受け入れ可能件数
　＝延べ７１０件）

―

Ａ

H１７　受給者数
327人
H１８　受給者数
328人
H１９　受給者数
333人
Ｈ２０　受給者数
369人
Ｈ２１　受給者数
378人

Ａ

生活サポート事業 継続

子育て支援
課

A

障害者福祉
課

障害者福祉
課

Ａ

A

交付…　２１１件、２７，４１２，９５６円
修理…　７０件、１，９４９，６６５円

（申請者のうち交付要件を満たすすべてに対
応）

a

2 緊急一時保護事業 継続

№ 事　　業　　名 目標

1

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
所　管　課
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H17 10,831 10,831

H18 10,831 5,416

H19 Ｅ ― ―

H20 Ｅ ― ―

H21 Ｅ ― ―

計 21,662 16,247

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 150 75

H20 Ａ 90 90

H21 Ａ 94,930 94,930

計 95,170 95,095

 

H17 6,160 6,160

H18 7,103 7,103

H19 Ａ 7,396 7,396

H20 Ａ 7,680 7,680

H21 Ａ 8,171 8,171

計 36,510 36,510

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

子育て支援
課

保育課

9 グループ指導会 継続

A

家庭児童相談員が主に発達につまづきのあ
る３才児を対象に将来の集団生活に備え
て、小グループにおいてプレイセラピーを中
心とした発達支援を行った。

a

家庭児童相談員が主に発達につまづきのあ
る３才児を対象に将来の集団生活に備え
て、小グループにおいてプレイセラピーを中
心とした発達支援を行った。

H１７　32回（延
453人）
H１８　32回（延
386人）
H１９　30回（延
660人）
Ｈ２０　30回（延
726人）
Ｈ２１　31回（延
647人）

Ａ

障害者福祉
課

8 統合保育事業
（５－（２）－３の再掲）

拡充

A

保育所において障害児保育を実施してい
る。
平成２１年４月時は、７０人実施。

a

統合保育の充実に努めている。 ７０人
Ａ

障害者福祉
課

7 紙おむつ給付事業 継続

A

利用人数１６０人
（平成２１年度新規申請者３８人のうち却下０
件）
８，１７０，７６３円（延べ１，８６４人利用） a

在宅で常時失禁状態等にある障害児(者）に
対し、月額５，０００円の範囲で紙おむつを自
宅に配送するサービスを実施し、日常生活
の負担軽減を図った。 ―

Ａ

障害者福祉
課

6 障害者相談支援事業

※平成２１年４月～
　障害者総合相談会に
変わり開始

継続

A

延べ８，００４件

a

在宅の障害児とその家族に対し、より身近な相
談先として、常設の川越市障害者相談支援セン
ターに身体・知的・精神の専門のコーディネー
ターを配置し、無料で総合的な相談に応じ、日常
生活の支援を行った。（相談支援事業委託事業
所においても実施）
相談希望者が多い時は予約制をとり、すべて対
応している。

―

Ｂ

5 障害児者地域療育等支
援事業

継続

E

事業廃止。

e

平成１８年１０月より、障害者相談支援事業
へ移行した。

―

Ｅ
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 125 73

H18 125 39

H19 Ａ 125 39

H20 Ａ 100 63

H21 Ａ 100 15

計 575 229

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｂ ― ―

H20 Ｂ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 6,048 6,048

H18 6,796 6,796

H19 Ａ 6,845 6,787

H20 Ａ 6,600 5,844

H21 Ａ 6,600 5,797

計 32,889 31,272

 

H17 76,500 73,831

H18 76,500 72,642

H19 Ａ 75,735 72,898

H20 Ａ 105,665 89,930

H21 Ａ 107,252 87,800

計 441,652 397,101

 

教育センター
（旧　教育研
究所）

教育センター
（旧　教育研
究所）

14 特別支援教育 継続

A

介助等を必要とする特別支援学級小学校30
学級、中学校17学級、市立特別支援学校１
校に特別支援教育支援員（臨時指導員）46
名を配置した。 a

要請のあった市立小・中・特別支援学校に対
して、ほぼ配置し、児童生徒の学習活動に
おける介助等を実施することで、障害のある
児童生徒への教育の充実を図ることができ
た。

　
Ａ

保育課

13 障害のある子どもに対
するサポート事業

継続

A

通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の障
害のある児童生徒を支援するために、自立
支援サポーター１８人を年間８０日派遣した。

a

小学校27校、中学校3校から要請があり、28
校に配置し、個別学習指導や一斉学習指導
における個別支援や適応指導等を通して、
小学校・中学校に適切な援助を行うことがで
きた。

　
Ａ

教育センター
（旧　教育研
究所）

12 肢体不自由児認可通園
施設

新規

B

保護者との懇談会を実施（1回）
庁内検討委員会の開催（1回）

b

平成19年度まで開催した部内プロジェクト会
議において、ひかり児童園を肢体不自由児
認可通園施設として整備するための課題整
理を行った。今後は平成21年度から発足し
た庁内検討委員会において、新施設の導入
機能及び建設場所について関係課と引き続
き検討を進める必要がある。なお、市町村の
施設整備に対する国、県からの補助金はな
い。

　
Ａ

子育て支援
課

11 障害のある子どもに対
する教職員研修事業

継続

A

障害のある児童生徒の理解の推進と、校内
支援体制の整備に向け、研修を実施した。
特別支援教育コーディネーター養成研修会
３回　１４８名参加
就学相談担当者研修会１回　４９名参加
発達障害の理解と指導法研修会３回　４８名
参加
特別支援教育支援員研修会１回　９０名

a

研修の充実により、特別支援教育への啓発
と支援方法の理解が深まった。

　
Ａ

10 家庭児童相談 継続

A

子どもの発達に関すること、学校生活（幼稚
園、保育園等も含む）、家族関係などの相談
に応じた。

a

相談業務とともに養育支援訪問事業の立ち
上げで、継続的で包括的な相談体制を確立
できるよう努めた。
ケース報告会議に７回参加し、養育支援家
庭の把握に努めた。

（各年度３月末現
在）
H１７　3558件
H１８　3404件
H１９　2668件
Ｈ２０　3443件
Ｈ２１　3887件

Ａ
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

20 小児慢性特定疾患医療
給付
（１－（４）－６の再掲）

継続

A

小児慢性特定疾患のうち、国が指定した特
定疾患について病気の治療研究を推進し、
家族の経済的負担を軽減するため、必要な
医療の給付を行う。
Ｈ２１：２３８人

a

小児慢性特定疾患のうち、国が指定した特
定疾患について病気の治療研究を推進し、
家族の経済的負担を軽減するため、必要な
医療の給付を行った。

受給状況
H17：２３３人
Ｈ１８：２５１人
Ｈ１９：２４２人
Ｈ２０：２３１人
Ｈ２１：２３８人

Ａ

健康づくり支
援課

19 身体障害児育成医療給
付
（１－（４）－４の再掲）

継続

A

身体に障害のある児童に対して、健全育成・
福祉向上を図るため、必要な医療の給付を
行う。
Ｈ２１：１７９人 a

身体に障害のある児童に対して、健全育成・
福祉向上を図るため、必要な医療の給付を
行った。

受給状況
H17：１０２人
Ｈ１８：１３５人
Ｈ１９：９７人
Ｈ２０：１１５人
Ｈ２１：１７９人

Ａ

健康づくり支
援課

18 こどもの心の健康相談
（１－（１）－３０の再掲）

拡充

A

乳幼児健診･相談等で成長や精神・運動発
達に心配がある乳幼児等を対象に、診察･
発達テスト・相談を実施。
実施回数　12回 a

診察･発達テスト・相談の実施により、成長発
達を正しく評価しながら必要時適切な機関へ
結びつけ、育児不安の解消に役立った。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　５４人
Ｈ１８：１２回　６６人
Ｈ１９：１２回　５２人
Ｈ２０：１２回　６２人
Ｈ２１：1２回　５４人

Ａ

健康づくり支
援課

17 発育・発達クリニック
（１－（１）－２９の再掲）

拡充

A

乳幼児健診･相談等で成長や精神・運動発
達に心配がある乳幼児等を対象に、診察･
発達テスト・相談を実施。
実施回数　12回 a

診察･発達テスト・相談の実施により、成長発
達を正しく評価しながら必要時適切な機関へ
結びつけ、育児不安の解消に役立った。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　９２人
Ｈ１８：１２回　８０人
Ｈ１９：１２回　７６人
Ｈ２０：１２回　８４人
Ｈ２１：1２回　７６人

Ａ

健康づくり支
援課

16 すくすくクリニック
（１－（１）－２８の再掲）

継続

A

未熟児及び主に4か月児健診等で発育・発
達に遅れがみられる概ね1歳までの子どもを
対象に、診察・相談を実施。
実施回数　12回 a

専門医師による診察及び保健師・栄養士に
よる相談の実施により、成長発達を正しく評
価しながら必要時適切な機関へ結びつけ、
育児不安の解消に役立っている。

　　受診者数
Ｈ１７：１２回　65人
Ｈ１８：１２回　67人
Ｈ１９：１２回　53人
Ｈ２０：１２回　58人
Ｈ２１：1２回　61人

Ａ

15 ダウン症のある子どもを
持つ親の会
（１－（１）－２６の再掲）

継続

A

いもっこの会の開催
・実施回数　11回
うち2回、外部講師による講演会

a

ダウン症という同じ悩みを持つ者同士が情
報交換等を行い、不安の解消、育児支援に
役立った。

　　参加者数
Ｈ１７：１１回166組
Ｈ１８：１１回113組
Ｈ１９：１１回88組
Ｈ２０：1１回58組
Ｈ２１：1１回１５９組

Ａ
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（７）基本目標７　子ども等にやさしく、安全・安心なまちづくりの推進 　
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（１）　良質な住宅・良好な居住環境の確保 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ｄ ― ―

H21 Ｄ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ｂ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

建築指導課

建築住宅課
（旧　住宅課）

3 シックハウス対策 継続

A

建築確認申請が提出されると、建築基準法
に適合しているか審査する。

a

建築確認申請が提出されると、建築基準法
に適合しているか審査した。
・建築物の新築、増築が対象となる。建築基
準法第６条第１項に基づき申請されたもの
を、建築基準関係規定に適合しているかを
審査するもの。（指定確認検査機関に申請
することも可能）
・確認申請は、適合していないと確認済証が
交付出来ないため、工事着手出来ない。
・建築基準法第７条に基づき、完了検査が
義務付けられている。

―

Ａ

建築住宅課
（旧　住宅課）

2

公営住宅における優先入
居

継続

B

募集方法を困窮度判定から抽選に変更した
ことにより、年１回の申込みから２回となった
が、母子世帯の優遇だけとなってしまった

a

平成２１年度は募集方法を抽選方式に変更
したが、２２年度以降は抽選方式とに困窮
度判定による登録方式の２方式で、募集を
行う予定である。これにより、母子世帯のみ
ならず多子・子育て世帯への優遇も見直し
できることになる。困窮度判定に際し、父子
家庭についても加算の対象にする等の検討
をしている。

母子世帯用の募
集
募集　５戸
入居  ５世帯

Ａ

所　管　課

1

特定優良賃貸住宅 継続

D

新規供給計画の申請が見込めない

d

新規供給計画の認定実績がなし。
制度上、家賃補助の終了により入居者負担
が増加するため、既存住宅において空室が
散見される状況である。計画期間内に用途
廃止により２１戸減尐している。このような状
況では、新規計画の認定は困難である。

Ｄ

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
№ 事　　業　　名 目標
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（２）　安全な道路交通環境の整備 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 ― ―

H18 107,000 106,505

H19 Ａ 17,740 12,148

H20 Ａ 4,000 3,318

H21 Ａ ― ―

計 128,740 121,971

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 12,047 1,456

H18 4,441 2,482

H19 Ａ 7,834 5,763

H20 Ａ 4,662 3,509

H21 Ａ 3,166 2,731

計 32,150 15,941

 

H17 80,932 74,879

H18 60,888 60,713

H19 Ａ 62,971 59,407

H20 Ａ 60,578 56,595

H21 Ａ 88,224 58,992

計 353,593 310,586

 

H17

H18

H19 Ａ

H20 Ａ

H21 Ａ

計

Ａ
項目３に含まれる 安全安心生

活課
カーブミラーの新設・修繕を行った。
新設　１１９基
修繕  １９５基

継続

A

17年度141箇所18
年度130箇所19年
度120箇所20年度
167箇所21年度157
箇所a

カーブミラーの新設・修繕を実施。 17年度新設77基修繕
203基18年度新設79基
修繕256基19年度新設
68基修繕262基20年度
新設93基修繕200基21
年度新設119基修繕195
基

a

Ａ
安全安心生
活課

A

路面標示等による事故防止対策を実施し
た。
１５７箇所

継続

A

歩道付き道路を１９５２ｍ整備

4 カーブミラーの整備

A

歩道付き道路の整備を２７２．７ｍ行った。
（内訳 １５４．０ｍ＋１１８．７ｍ）

1

―
道路環境整
備課

歩道付き道路の整備を３５６ｍを予定。
（Ｈ２０－３６ｍ＋Ｈ２１－３２１ｍ）

 　違反広告物の掲出数そのものが年々減
尐傾向にあり、市民ボランティアの方々によ
る地域に密着した除却活動の成果が着実
に現れている。

路面標示等による事故防止対策を実施。

2 屋外広告物の撤去

3 生活道路における安全
対策

継続

Ａ
都市景観課

A

 張り紙　3,555枚
 張り札  6,589枚
立看板    129個
 合計    10,273 a

 張り紙　18178枚
 張り札  55133枚
 立看板   4639個
 合計    77950

所　管　課

Ａ
街路課

道路建設課

　

―

都市計画道路川越駅南大塚線３４０ｍ（歩
道付）を整備しました。

a

都市計画道路寺町通り線４２８ｍを整備しま
した。

A

歩行空間のバリアフ
リー化

継続

a

歩道付き道路を３４５８ｍ整備

a

　

　

№ 事　　業　　名 目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
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H17

H18

H19 Ａ

H20 Ａ

H21 Ａ

計

H17

H18

H19 Ａ

H20 Ａ

H21 Ａ

計

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 202,870 175,792

H18 208,368 191,465

H19 Ａ 186,824 181,607

H20 Ａ 181,712 180,436

H21 Ａ 179,997 172,344

計 959,771 901,644

 

Ａ
　平成１８年１２月の路線見直し以降、利用
者数、運賃収入ともに増加傾向で順調に推
移している。

a

　

項目３に含まれる道路照明灯を新設した。
新設　３基

a

道路照明灯の新設。 17年度5基18年
度3基19年度4基
20年度7基21年
度3基

Ａ

信号機等交通規制に関することは、所管が
埼玉県公安委員会となるので、信号機設置
箇所等について川越警察署と連携を図りま
す。

安全安心生
活課

8 市内循環バス（川越
シャトル）

継続

A

鉄道駅を中心とした住宅地や公共施設への
交通手段として、市内循環バス（川越シャト
ル）を運行した。

a

Ａ

都市交通政
策課

6 道路照明灯 継続

A

7 信号機 継続

A

信号機等交通規制に関することは、所管が
埼玉県公安委員会となるので、信号機設置
箇所等について川越警察署と連携を図って
いる。

a

警戒標識・注意看板の設置。 17年度50基18年
度50基19年度84
基20年度57基
21年度43基

Ａ

安全安心生
活課

5 交通安全看板 継続

A

警戒標識・注意看板を設置した。
４３基

安全安心生
活課

項目３に含まれる
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（３）　安全・安心なまちづくり (単位：千円）

平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 1,728 1,575

H18 1,500 1,365

H19 Ａ 1,425 1,260

H20 Ａ 1,000 882

H21 Ａ 950 892

計 6,603 5,974

 

H17 54,350 42,279

H18 6,350 5,748

H19 Ａ 98,821 94,665

H20 Ａ 33,869 33,731

H21 Ａ 45,050 34,686

計 238,440 211,109

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

芳野台南公園便所新築工事

a

同法の主旨に則り整備しました。 　
―

建築住宅課
（旧　建築課）

Ａ
都市交通政
策課

建築基準法第６条１項に基づく審査及び、
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促
進に基づき、届出がされたものを認定する。

Ａ
建築指導課

―a

建築基準法第６条１項に基づく審査及び、
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促
進に基づき、届出がされたものを認定した。

2 旅客施設、車両等のバ
リアフリー化

継続

A

3 バリアフリー法（Ｈ
18.6.21公布　Ｈ18.12.20
施行）

継続

A

A

東武東上線鶴ヶ島駅のバリアフリー施設整
備を行った。
ノンステップバス導入に対して補助を行っ
た。（１台）

a

「よつや公園ほか１公園健康遊具修繕工
事」において、健康遊具を修繕。

a

延べ７公園の整
備及び修繕を実
施

Ａ

駅施設のバリアフリー化は順調に進んでお
り、平成２２年度にはバリアフリー新法で対
象となる全ての駅についてバリアフリー化が
完了する予定。
ノンステップバス導入についても、補助を行
うことによりバス事業者の導入時の負担が
軽減され導入の促進が図られている。

市内１２駅中バリ
アフリー対応の駅
数９駅（地平駅含
む）
ノンステップバス
導入率７５％（平
成２１年４月１日
現在）

所　管　課

1 ユニバーサルデザイン
による都市公園等の整
備

継続

A

公園整備課公園内に健康遊具（介護予防遊具）を順次
設置及び整備し、既存の公園の有効利用と
市民の健康づくりの推進に寄与した。
老朽化により遊具撤去を行った公園につい
ては、順次新しいものの導入を検討してい
る。

※健康遊具（介護予防遊具）とは、普段使
わない筋肉をストレッチしたり、体のツボを
刺激するなど、主に「健康の維持」を目的と
したものや、本格的に筋肉を鍛えたり、持久
力を高めるなど「運動能力の向上」を図るこ
とを目的とした遊具のこと。健康遊具（介護
予防遊具）導入による新たな公園利用者層
の獲得により、公園内の防犯推進に寄与す
るものと考えている。

№ 事　　業　　名 目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
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H17 1,467 1,467

H18 54,000 49,959

H19 Ａ 166,000 144,837

H20 Ａ 379,000 303,328

H21 Ａ 281,649 222,053

計 882,116 721,644

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 57,300 93,002

H20 Ａ 114,000 105,560

H21 Ａ 668,800 525,906

計 840,100 724,468

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 13,285 12,680

H20 Ａ 2,356 2,273

H21 Ａ 14,800 12,829

計 30,441 27,782

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ 70,000 60,060

H20 Ｅ ― ―

H21 Ａ 22,000 21,997

計 92,000 82,057

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― 1,377

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― 300

計 0 1,677

 

H17 149,384 149,231

H18 208,618 204,128

H19 Ａ 119,300 111,584

H20 Ａ 116,000 105,281

H21 Ａ 147,352 127,934

計 740,654 698,158

 

H17 46,074 45,961

H18 45,999 45,997

H19 Ｂ 47,520 47,511

H20 Ａ 51,511 51,504

H21 Ａ 49,948 49,221

計 241,052 240,194

 

新設工事
H17：235灯・H18：216
灯
H19：223灯・H20：214
灯
H21：195灯

防犯灯の整備 継続

A

防犯灯の新設及び既設の整備を行った。
・新設：１９５灯
・修繕：３８４灯

a

防犯灯の新設及び既設の整備を行い、夜
間における身近な犯罪の防止に努めた。

8

a

市民サービス向上のため、公園の施設改修
や新規整備等を実施。
実施公園数　　２１公園

a

本庁舎において、オムツ替え用ベット、ベ
ビーチェアーを設置した。
授乳室を設置した。

Ｂ
安全安心生
活課

継続

A

オムツ替え用ベッ
ト３箇所設置。
各トイレに１箇所
ずつベビーチェ
アーを設置（男女
とも)。
授乳室を２区画
設置。

オムツ替えがしやすいようにベビーベットの
設置など、子育て世帯にやさしいトイレに改
修する。

公園整備課　良好な避難場所の提供や、改修、補修に
よる安全確保を行い、市民生活の向上を図
ることができた。

延べ１６０公園の
整備及び改修、
補修を実施

Ｂ

管財課
Ａ

管財課
Ａ

すべてのエレ
ベーターをバリア
フリー化。
本庁舎のトイレの
バリアフリー化率
５０％。

本庁舎全エレベーターを改修し、内部に手
すりを設置する等バリアフリー化した。
オストメイト対応の多目的トイレを新設した。
各階のトイレについては、来庁者が多い階
を中心に、出入口の段差の解消、扉を引戸
に改修、及び便器の周囲に手すりの設置等
バリアフリー化した。

7 公園の整備 継続

A

6 本庁舎における、子育
て世帯にやさしいトイレ
等の整備

都市計画道路三田城下橋線、川越駅南大
塚線の歩道を整備しました。

道路環境整
備課

　
―

道路建設課

―
　歩道付き道路の整備を３５６ｍを予定。

（Ｈ２０－３６ｍ＋Ｈ２１－３２０ｍ）

歩道付き道路を１９５２ｍ整備

歩道付き道路の整備を２７２．７ｍ行った。
（内訳 １５４．０ｍ＋１１８．７ｍ）

a

歩道付き道路を３４５８ｍ整備

5 本庁舎のバリアフリー
化

継続

A

都市計画道路川越駅南大塚線３４０ｍを整
備しました。

a

a

分室玄関を、開き戸から引戸へ改修し、強
風時等も開閉しやすくする。
トイレ出入口の段差を解消、扉を引戸に改
修、及び便器の周囲に手すりの設置等を行
う。

拡充

A

4 公共施設等のバリアフ
リー化

A

A

街路課　

a

Ｃ
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（４）　子ども等の交通安全を確保するための活動の推進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 2,400 1,608

H18 2,400 1,629

H19 Ａ 2,160 1,678

H20 Ａ 2,160 1,774

H21 Ａ 2,040 1,792

計 11,160 8,481

 

H17 12,830 12,354

H18 13,024 12,642

H19 Ａ 13,154 12,413

H20 Ａ 12,783 12,285

H21 Ａ 13,266 11,907

計 65,057 61,601

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

安全安心生
活課

道路交通法の改正により後部座席において
も着用が義務化されたことに伴い、各交通
安全運動をはじめ、県からの要請において
も実施した。 a

Ａ

a

児童・生徒の登校時における交通安全の確
保・正しい交通ルールとマナーの指導を図
るために実施する。

１８年度朝の立哨総数
１０，５３５回　　１９年度
１０，３４４回　２０年度
１０，２３８回　２１年度
９，９２３回

道路交通法の改正により後部座席において
も着用が義務化されたことに伴い、各交通
安全運動をはじめ、県からの要請において
も実施する。

　継続

A

2 児童の登校時の交通
の安全確保

3 シートベルトの着用

1 交通安全教育 拡充

A

１８年度安全教育参加
者　２０，８９６人　　１９
年度　１７，８０３人　２０
年度　２１，３１８人　２１
年度２１，５８４人

安全安心生
活課

Ａ
安全安心生
活課

継続

A

児童・生徒の登校時における交通安全の確
保・正しい交通ルールとマナーの指導を図
るために実施した。
朝の立哨回数　９，９２３回

幼児・児童・母親及び高齢者に対する交通
安全思想の普及を図るために実施した。
１７１回　２１，５８４人

a

幼児・児童・母親及び高齢者に対する交通
安全思想の普及を図るために実施する。

Ａ

№ 事　　業　　名 目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

所　管　課
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H17 2,990 2,990

H18 2,990 2,990

H19 Ａ 2,990 2,990

H20 Ａ 2,990 2,990

H21 Ａ 2,990 2,990

計 14,950 14,950

 

Ａ
安全安心生
活課

　推進協１４４万
円・母の会１００
万円・安全協会５
０万円・交通指導
員会５万円

4 交通安全推進団体へ
の補助

継続

A

交通安全推進協議会は、交通安全運動期間
（春、夏、秋、冬）を中心に、交通事故防止街頭
キャンペーンや広報活動及び交通安全リーフ
レットの配布等を実施するとともに、川越交通安
全協会と共催し、毎年新入学児童にランドセルカ
バーを贈る等の活動を行なっている。
　交通安全母の会は、交通安全運動期間を中心
に、交通事故防止街頭キャンペーンや広報活動
に参加するとともに、増加傾向にある高齢者の交
通事故の防止を図るため、高齢者世帯（約５５０
０世帯）の訪問等の活動を行なっている。
　川越交通安全協会は、交通安全運動期間を中
心に、各団体と連携し交通事故防止街頭キャン
ペーンや広報活動を行なっている。また、交通安
全ポスター及び作文の募集を行ない交通安全意
識の高揚を図るとともに、広報活動では「川越安
協だより」を年２回発行している。更に、新入学
（園）児に対する交通事故防止を図るため、交通
安全推進協議会と共催し、毎年新入学児童にラ
ンドセルカバーや児童向け冊子を贈る等の活動
を行なっている。
  交通指導員会は、交通安全運動期間を中心
に、シートベルト・チャイルドシートの着用の徹
底、安全車間距離の保持等の街頭指導や街頭
広報キャンペーン活動を行っている。また、幼
児、児童、生徒、保護者及び高齢者に対して交
通安全知識の普及と交通ルール及び正しい交通
マナーを習慣づけるための交通安全教室を開催
している。
　補助金については、市民に対する交通安全啓
発活動を支援する目的で交付している。
　各団体と市の連携については、交通安全安運
動を中心に緊密な連携のもと、各種活動を展開
している。

交通安全推進協議会に￥１,４４０,０００・交
通安全母の会に￥１,０００,０００・川越交通
安全協会に￥５００,０００・交通指導員会に
￥５０,０００を補助した。

a
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H17 1,852 1,774

H18 1,736 1,694

H19 Ａ 1,650 1,555

H20 Ａ 1,549 1,302

H21 Ａ 512 508

計 7,299 6,833

 

H17 68,531 61,282

H18 42,041 37,116

H19 Ａ 42,455 43,908

H20 Ａ 41,186 33,206

H21 Ａ 39,904 34,422

計 234,117 209,934

 

H17 4,800 3,397

H18 3,960 3,957

H19 Ａ 4,260 4,249

H20 Ａ 4,141 4,140

H21 Ａ 5,810 5,810

計 22,971 21,553

 

　
【網 掛 け】　 重点施策  

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（５）　子ども等を犯罪等の被害から守るための活動の推進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 28,744 27,161

H18 32,282 31,006

H19 Ａ 12,540 12,320

H20 Ａ 17,714 17,670

H21 Ａ 10,802 10,787

計 102,082 98,944

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

関係部署を中心に、行政における防犯推進
体制の整備・充実を図った。主に防犯パト
ロール支援車をはじめとする公用車を活用
しての巡回を実施した。

防犯推進庁内会議等
の開催：６回
青色回転灯装備車両
台数：４台

拡充

A

継続

A

Ａ
安全安心生
活課

Ａ
安全安心生
活課

防犯推進体制の整備、防犯意識の高揚、安
全な地域コミュニティの推進を図った。
・№２～１１の事業の展開

市内の犯罪認知件数
・H17：7,836件
・H18：7,226件
・H19：6,654件
・H20：6,152件
・H21：5,807件

関係部署を中心に、行政における防犯推進
体制の整備・充実を図った。また、主に防犯
パトロール支援車をはじめとする公用車を
活用しての巡回を実施した。 a

防犯推進体制の整備、防犯意識の高揚、安
全な地域コミュニティの推進強化に努めた。
・№２～１１の事業の展開

a

2 庁内における防犯推進
体制

№ 事　　業　　名

1 川越市防犯のまちづく
り基本方針に基づく各
種施策

a

目標
前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）

所　管　課

チャイルドシート購入費補助制度の実施
チャイルドシート着用促進運動の実施

※川越市チャイルドシート購入費補助制度
は、道路交通法の改正によりチャイルドシー
トの着用が義務化されたことに伴い、平成１
２年度から開始しましたが、制度開始から１
０年が経過し、着用について十分周知が図
られたことなどから平成２２年３月３１日を
もって廃止いたしました。

補助件数　17年度
694件　18年度810
件　19年度869件
20年度847件　21年
度1,217件

安全安心生
活課

チャイルドシート購入費補助制度の実施
(補助件数　１，２１７件）
チャイルドシート着用促進運動の実施

Ａ

Ａ

Ａ
安全安心生
活課

7 チャイルドシートの使用 継続

A

安全安心生
活課

春の全国交通安全運動・夏の交通事故防
止運動・秋の全国交通安全運動・冬の交通
事故防止運動等を実施する

子供、障害者、高齢者等の通行の妨げであ
る駅付近の公道上の放置自転車を撤去し、
また、自転車を放置しないよう啓発した。（市
内１１駅　撤去回数２０８回　撤去台数３，５
６１台） a

春夏秋冬に各３回　

子供、障害者、高齢者等の通行の妨げであ
る駅付近の公道上の放置自転車は、原則
毎月２回撤去した。また、各駅や公共施設、
学校などには、放置防止用啓発用ポスター
を掲出するとともに、市内の中学校、高校及
び大学には、生徒、学生に対する放置防止
の指導をお願いし、自転車を放置しないよう
啓発した。

１８年度撤去台数
５，８７３台　　１９年度
撤去台数　４，６８５台
２０年度撤去台数
３，０９２台　２１年度
撤去台数３，５６１台A

継続

5 交通安全運動

6 放置自転車対策

継続

A

春の全国交通安全運動・夏の交通事故防
止運動・秋の全国交通安全運動・冬の交通
事故防止運動等を実施した。

a
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

Ａ

A

9 地域安全協定に基づく
防犯パトロール活動

安全安心生
活課

協定締結事業所車両等による通常業務を
通じての防犯パトロールを実施した。

約６００台の事業所車
両に「防犯パトロー
ル」と表示したマグ
ネットシートを貼付

協定締結事業所車両等による通常業務を
通じての防犯パトロールを実施した。

a

8 防犯に関する普及啓発
活動

継続

A

継続

Ａ
安全安心生
活課

　

開催数：５回

効果的な広報媒体等を活用し、市民の防犯
意識の高揚を図った。

a

効果的な広報媒体等を活用し、市民の防犯
意識の高揚を図った。

Ａ
毎年度、防犯関係団体、地域防犯推進委員
及び事業所等の関係者を対象に開催した。

防犯関係団体、地域防犯推進委員及び事
業所等の関係者を対象に、１０月２３日
（金）、市民会館において開催した。

7 防犯並びに暴力排除推
進大会

継続

A

Ａ
安全安心生
活課

安全安心生
活課

a

様々なメディアを活用して、犯罪情報や防犯
情報の積極的、効果的な提供に努めた。

「小江戸川越防犯の
まちづくり情報」メー
ル配信サービスの登
録者数：9,166件（Ｈ
22.3.末）

継続

A

様々なメディアを活用して、犯罪情報や防犯
情報の積極的、効果的な提供に努めた。

a

防犯関係団体との連携強化を図った。

a

6 犯罪情報・防犯情報

5 防犯協会、暴力排除推
進協議会への補助

継続

A

Ａ
安全安心生
活課

防犯関係団体との連携強化を図った。 川越防犯協会への運
営助成：36,000千円
川越市暴力排除推進
協議会負担金：9,600
千円

埼玉県、埼玉県警察等の関係機関との連
携強化に努めた。

　
Ａ

安全安心生
活課

Ａ
安全安心生
活課

埼玉県、埼玉県警察等の関係機関との連
携強化に努めた。

a

3 地域における防犯推進
体制

4 防犯体制 継続

A

継続

A

自治会・事業所を中心に、地域における防
犯推進体制の整備・促進の強化に努めた。

a

自治会・事業所を中心に、地域における防
犯推進体制の整備・促進の強化に努めた。

重点地域の指定：１地
区
強化地域の指定：６地
域
防犯のまちづくりに関
する協定締結事業
所：８企業等
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H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ｄ ― ―

H20 Ａ 71 58

H21 Ｄ ― ―

計 71 58

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

子ども110番の家事業の実施により、子供た
ちにとって安全で安心な環境づくりが図られ
た。

　

a

Ａ

実施予定なし

b

平成２０年度に講演会を実施し、子どもの虐
待・犯罪被害等の防止のため啓発活動を実
施した。
平成２１年度以降は、子育て講演会の中で
子どもの虐待・犯罪被害等の防止のための
啓発活動を実施している。

Ｈ２０　ＣＡＰプロ
グラム講演会
パネル展示

Ｄ
子育て支援課13 ＣＡＰプログラム 継続

D

青尐年課14 「子ども１１０番の家」
（５－（３）－１３の再掲）

継続

A

青尐年を育てる市民会議の構成員である地
区会議のうち、子ども110番を実施している
地区会議に対して、運営に係る経費を対象
に補助金を交付する。
・子ども110番実施地区会議　17地区会議

教育指導課

a

12 防犯実技研修会 ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ養成講習会を１１月に実施し、不
審者対応の実技講習を行った。

継続

A

具体的な護身術の講習を行うことで、防犯
意識の啓発と今後の対応に効果的であっ
た。
スクールガードリーダーは、防犯の専門家
や警察のＯＢ、地域のリーダーを対象に委
嘱されます。
スクールガードリーダーの配置は４名で、各
リーダーが拠点校を中心に８つの小学校に
配置されます。よって小学校３２校に配置さ
れます。

開催数　１回
参加人数５６名

A

A

Ａ

自治会等を中心に自主防犯活動の促進、
支援に努めた。
・防犯パトロール用資機材の提供
・防犯のまちづくり出前講座の開催

市公用車等による通常業務を通じての防犯
パトロールを実施した。

公用車346台と公用
電気自転車30台に
「防犯パトロール中」
等と表示したマグネッ
トシートを貼付

Ａ

a

a

市公用車等による通常業務を通じての防犯
パトロールを実施した。

Ａ
安全安心生
活課

11 地域における防犯活動 継続 安全安心生
活課

自治会等を中心に自主防犯活動の促進、
支援に努めた。
・防犯パトロール用資機材の提供
・防犯のまちづくり出前講座の開催

平成20年度の月１回
以上活動している自
治会：２５１・ＰＴＡ：３６

継続10 市公用車による防犯パ
トロール
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【網 掛 け】　 重点施策  

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 【達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：未実施　　ｅ：終了

７－（６）　被害に遭った子どもの支援の推進 (単位：千円）
平成２１年度末 平成２１年度の事業実績 前期計画

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 達成状況 実績評価 既存統計データ 年度 進捗状況 予算額 決算額
H17 300 300

H18 300 300

H19 Ａ 300 300

H20 Ａ 270 270

H21 Ａ 270 270

計 1,440 1,440

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

H17 ― ―

H18 ― ―

H19 Ａ ― ―

H20 Ａ ― ―

H21 Ａ ― ―

計 0 0

 

a

犯罪被害者支援関係団体との連携に努め
た。

川越市犯罪被害
者支援推進協議
会への助成：
1,440千円

Ａ
安全安心生
活課

要保護児童の早期発見や適切な保護を図
るため、当協議会において関係機関や関係
者が情報や考え方を共有し、適切な連携の
下で、要保護児童支援を行うため協議した。

子育て支援課

a

川越市児童虐待防止ネットワーク会議をＨ１
７年１２月１日川越市要保護児童対策地域
協議会に改め、要保護児童対策を強化し
た。

H１７　代表者会
議　3回
　　　　実務者会
議　6回
H１８　代表者会
議　2回
　　　　実務者会
議　6回
H１９　代表者会
議　2回
　　　　実務者会
議　6回
Ｈ２０　代表者会
議　1回
　　　　実務者会
議　7回
Ｈ２１　代表者会
議　1回
　　　　実務者会
議　8回

Ａ
相談業務とともに養育支援訪問事業の立ち
上げで、継続的で包括的な相談体制を確立
できるよう努めた。
ケース報告会議に７回参加し、養育支援家
庭の把握に努めた。

（各年度３月末現
在）
H１７　3558件
H１８　3404件
H１９　2668件
Ｈ２０　3443件
Ｈ２１　3887件

Ａ
子育て支援課

A

2 家庭児童相談
（５－（１）－９の再掲）

子どもの発達に関すること、学校生活（幼稚
園、保育園等も含む）、家族関係などの相談
に応じた。

3 要保護児童対策地域
協議会
（児童虐待防止ネット
ワーク会議）
（６－（１）－３の再掲）

拡充

A

継続

A

a

№ 事　　業　　名

1 犯罪被害者支援推進
協議会への補助

犯罪被害者支援関係団体との連携に努め
た。

目標

継続

前期計画事業実績（平成21年度の決算額は決算見込額）
所　管　課
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